
Title アルチュカ語語彙集 : 穆曄駿資料の満洲語文語索引

Author(s) 王, 海波

Citation 北方言語研究, 15, 237-276

Issue Date 2025-03-20

DOI https://doi.org/10.14943/112980

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/94624

Type departmental bulletin paper

File Information 13_Wang.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



北方言語研究 15: 237-276（日本北方言語学会 2025） 

237 

[資料・研究ノート] 

アルチュカ語語彙集 

―穆曄駿資料の満洲語文語索引― 

 

王 海 波 

（嶺南師範学院） 

 

キーワード：アルチュカ語、満洲語文語、同源語 

 

1. はじめに 

1.1. アルチュカ語の概要 

 アルチュカ語(阿勒楚喀語)は満洲語系の言語(または満

洲語の方言)であり、その使用地域は東は寧古塔西部、西

は伯都訥、南は通化・吉林、北は呼蘭・慶安一帯にわた

る。中心部は現在の阿城一帯であった(穆曄駿 1985: 5)。

寧古塔、伯都訥、通化、吉林、呼蘭、慶安の中国東北部

における位置は右図のようである。アルチュカ語には

1964 年に 60〜70 歳以上の話者が存在していた(穆曄駿

1985: 5)が、現在では消滅したと考えられている(池上

1992: 402; Hölzl 2020a: 3)。アルチュカ語に関する言語学

的調査を行った学者は穆曄駿のみであり、アルチュカ語

の語彙を記録した穆曄駿の論文には、穆曄駿(1985; 1986a; 

1988b)などがある1。 

 

1.2. 本稿の意義 

 穆曄駿の調査データに含まれるアルチュカ語の語彙は、いくつもの論文に散在しており、

アルチュカ語を研究する際には、重要な例が見逃されがちである。例えば、池上(1999b[1993])

は『漢清文鑑』におけるハングル表記の満洲語文語の CVwV (C は子音、Vは母音を表す)と

アルチュカ語の同源語の音節数の対応を考察する際、hūwa「庭」のアルチュカ語における同

源語 [hɔwə] (穆曄駿 1988b: 15)に言及していない。『漢清文鑑』に記されたハングル表記の

満洲語文語の Cūwa は 847 例も存在するが、いずれも 1音節である(和田 2013: 253)。一方、

穆曄駿が発表したアルチュカ語のデータでは、Cūwaを含む満洲語のアルチュカ語における

同源語が 3つ記録されており(それぞれ gūwa「他の」、hūwa「庭」、saihūwa「いばら」の同源

 
1 なお、穆曄駿は満洲語系のバラ語やラリン語に関する言語学的調査も行った。穆曄駿(1987b: 2)によると、

バラ語の話者は黒龍江省の双城、五常、阿城、延寿、尚志、方正、木蘭、呼蘭、通河、賓県、巴彦に居住し

ていた(地図は Hölzl 2020b: 165 を参照)。穆曄駿は 1964-1977 年にバラ語を調査した(穆曄駿 1987b: 1)が、

1982 年にバラ語は消滅した(穆曄駿 1985: 5)。ラリン語は黒龍江省の五常県拉林鎮周辺、阿城県料甸子周辺、

双城県の大部分の村屯や哈爾浜市郊外に分布した(穆曄駿 1986b: 2)。ラリン語の話者は 1744 年より北京か

ら移住してきた満洲人である(穆曄駿 1986b: 2)ため、満洲語の北京方言の性格を保持していたが、その後、

アルチュカ語からの影響を受けていた(穆曄駿 1987a: 17)。 

図 1：アルチュカ語の地理的範囲 



238 

語)、そのうち gūwaと saihūwaの同源語では Cūwaが 1音節で、hūwaの同源語では Cūwa が

2 音節となっている。池上(1999b[1993]: 324)はこの対照的な研究を行う際に、saihūwa の同

源語には言及しているが、gūwaや hūwaの同源語には言及していない。特に、hūwaの同源

語が 2 音節である点は重要であり、この点を見逃すことは研究において大きな影響を及ぼ

す。 

 また、穆曄駿の論文には、1つの語に複数の形式が記録されていることがあり、それぞれ

が異なる論文に記載されている場合が多い。先行研究では、アルチュカ語を研究する際に、

1 つの形式だけを取り上げ、他の形式には触れないことがある。例えば、Hölzl(2017: 101)は

満洲語文語とアルチュカ語の同源語における語頭子音 f と pʻ の対応を考察する際、満洲語

文語の fodoho「柳」のアルチュカ語における同源語の [pʻədɔhɔ] のみを取り上げている。し

かし、該当の語は、穆曄駿の論文では [pʻədɔhɔ] だけでなく、fətʻə’əや [fədəhə] のような f

で始まる形式も記録されている。 

 なぜ上記のように重要な例が見逃されることがあるのかと言えば、前述の通り、穆曄駿が

記録した語彙が複数の論文に散在しているためであると考えられる。そこで、本稿では、穆

曄駿が記録したアルチュカ語の語彙を、満洲語文語の同源語に基づいて整理することにす

る。また、満洲語文語に同源語を持たない語の語源についても扱う。 

 

2. 満洲語文語に同源語を持つ語 

 次表は、穆曄駿が記録したアルチュカ語の語彙を、満洲語文語の同源語に基づいて整理し

たものである。 

[1] 1 列目は満洲語文語の形式とその和訳である。満洲語文語の語形と意味については、羽

田(1937)、田村ほか(1966-1968)、Hauer (2007)、福田(2008)、胡増益(2020)、河内(2021)を参考

にした。 

[2] 2 列目はアルチュカ語における同源語の語形と出典である。同源語と考えられる部分の

語形は太字で示す。穆曄駿が記録したアルチュカ語の語形は、基本的に IPA か IPA に近い

表記がされていると考えられるが、無気の破裂音や破擦音に関しては、無声音記号と有声音

記号が混在している。 

[3] 動詞の場合、原則として未完了形を挙げる。ただし、アルチュカ語の同源語の記録に未

完了形以外の形式がある場合、満洲語文語の欄に語幹の形式と意味を挙げ、その右側に対応

する形式を記載する。 

[4]「基」、「固」、「非固」は、それぞれいわゆる「基本詞」、「固定音変詞」、「非固定音変詞」

の略である。「基本詞」、「固定音変詞」、「非固定音変詞」は穆曄駿の用語であり、詳細は穆

曄駿(1986a: 2)を参照されたい。 

[5] 2 列目の出典では、「穆曄駿 19」を省略している。例えば、「(87: 13)」は「(穆曄駿 1987: 

13)」を指す。 

[6] 必要に応じて、穆曄駿が記したアルチュカ語の中国語訳を記載する。 

[7] アルチュカ語の「13」、「14」、「17」、「18」、「19」を表す数詞は満洲語文語には同源語が

ないが、女真語には同源語がある。これらの数詞も次表に入れた。次表にあるこれらの数詞

の女真語の形式はイタリック体で記し、前にアスタリスクを付ける。女真語の形式は、『女
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真訳語』乙種本の記録に基づき、Kiyose (1977: 133)によって再建された形式である。なお、

満洲語文語と女真語の両方に同源語がある場合、女真語の形式は省略する。アルチュカ語の

数詞に関する研究には Hölzl (2017)がある。なお、満洲語文語には同源語がないが、女真語

には同源語がある語は、これらの数詞だけではない。他の語は 4. 節で扱う。 

 

表 1：満洲語文語とアルチュカ語の同源語 

満洲語文語 アルチュカ語 

abalambi「巻狩りをする」 [ɑbɑlɑmei] (87: 13) 

abdaha「葉」 [ɑvdɑhɑ] (87: 10) 

abišaha dabišaha「よそよそしい」 [ɑibiʃɑɡə dɑibiʃɑɡə] (88b: 19) 

abka「天」 ɑuxɑ (85: 5, 11) ɑukʻɑ (86a: 10) [ɑvkʻɑ] (87: 6) 

acabu-「合わす」acabuha ɑʧʻɑ‘uxɑ 実現了 (85: 10) 

aca-「会う；合う」acaha kɑʧʻɑxɑ (86a: 15) 

aca-「会う；合う」acahabi ɑʧʻɑ‘ubi (85: 9) 

aca-「会う；合う」acambi kɑʧʻɑmei (86a: 10, 13) kɑʧʻɑmbi (86a: 16) [ɡɑʧʻɑmei] 

(87: 11) 

aca-「会う；合う」acarakū kɑʧʻɑrɑ’ɔ (86a: 11) 

acinggiyambi「揺する」 [ɡɑʧʻiŋjɑmei] (88b: 17) 

acuhūn「睦み合った」 kɑʧʻuxun (86a: 11)2 

adali「同様」 kɑtɑli (86a: 12) 

adarame「如何に」 kɑtirɑm (86a: 12) 

afabu-「渡す」afabume ɑpʻɑ’um (86a: 12) 

aga「雨」 ɑxɑ (85: 6) 

agambi「雨が降る」 ɑ‘ɑimei (85: 9)3 

ai「何」 ei (86a: 10, 13, 15) 

aidagan「雄の野猪」 [ɛdəɡə] (87: 9)4 

aimaka「大抵、多分」 [əiməɡə], [əimɡə] (88b: 4) 

aina-「何をする；どうする」 

  ainahabi 

 

[ɡɑinɑhɑnbie] (88b: 17) 

  ainambi kɑinɑmei (86a: 14) 

ainu「なぜ」 einu (86a: 12, 15) 

 
2 穆曄駿(1987: 15)は、満洲語文語の cu はアルチュカ語の [ʃï] または [ʃïu] に対応すると述べている。しか

し、穆曄駿が記録したアルチュカ語の語彙には、[ʃïu] を含む語形はない。満洲語文語の cu に対応するアル

チュカ語の形式は、dʒu〜ʧu (nicuhe)、ʃï (alcu, alcuka, cukumbi, gacuha, nimecuke)、ʃu (gusucumbi)、ʧï (uculembi)、

ʧʻə (encu)、ʧʻi (cungguru, pongcun, uculehe, ucun)、ʧʻï (uluncu)、ʧʻu (acuhūn, cuku, cukulembi, hacuhan, nakcu)、

tʻu (basucun, ucuri)などがある。 
3 原文では、アルチュカ語の ɑ‘ɑimei は満洲語文語の aga agambi に対応するとしている。 
4 原文では、満洲語文語の aidagan に対応するバラ語とアルチュカ語の同源語の形式はそれぞれ [ɑidəhən] 

と [ɛdəɡə]であると記述されており、満洲語の意味は「雄の野猪」で、バラ語の意味は「野猪」(満語為公野

猪 巴拉語為野猪)と記述しているが、アルチュカ語の意味については言及していない。 
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aisin「金」 enʃïn (86a: 12) [ɑnʃïn] (87: 11) 

ajige「小さい」 dʒiɑnʧʻɑŋ (85: 7)5 

akjan「雷」 ɑdiɑn (85: 6) [ɑkʻdiɑn] (87: 8) 

akū「ない」 wɔ (ulɑ‘wɔ 没有牲口) (85: 10) ə’ɔ (86a: 10) ɑ’ɔ (86a: 11, 

13, 15, 17) [ɑkʻu] (88b: 15) 

ala「低く平らな山」 ɑlɑ (85: 14) 

alcu「背式骨の側面の凹み」 ɑʃï (85: 11, 12, 15) 

alcuka「アルチュカ」 ɑʃïxɑ 支児 (85: 11, 13, 14)6 

aldasi「半途」 əʻdɑʃï (85: 15) 

ali-「受ける」alici kɑlitʻi (86a: 16) 

alikū「大皿」 [ɑrɑliku] 盆 (87: 13)7 

alimbaharakū「耐えられない」 ɑlinʧɑxɑrɑ’ɔ (86a: 16) 

alin「山」 əilin (85: 6, 11) ɑilin (85: 10; 86a: 11, 14) 

ališa-「悶える」ališame ɑliʐɑm (86a: 15) 

aliyambi「待つ」 [ɑliemei] (87: 12) 

ama「父」 ɑmɑ (85: 9) 

amaga「後の、後に、将来」 ɑmkɑ (86a: 14) 

amala「後ろ；後」 [ɑmulə] (87: 7) 

amargi「後方；北」 [ɑmɑləɡi] 北 (87: 12) 後面 (87: 12) 

amba「大きい」 ɑmbɑ (85: 9) ɑnpɑ (86a: 10) 

ambula「大いに」 ɑnpulɑ (86a: 12) ɑnmulɑ (86a: 16) 

amga-「寝る」amgaci ɑmkɑʧi (86a: 15) 

angga「口」 ɑŋ (85: 9) 

aniya「年」 ɑni (ɑnieriŋ 年代) (85: 10) 

antaka kentʻɑkɑ (86a: 15) 

ara-「作る」arafi ɑrpʻï (86a: 11) 

ara-「作る」araki ɑrɡi (bɑnijɑrɡi 謝謝) (85: 10) 

arbun「姿、様子」 kɑrpuŋ (86a: 10) ɑrpun (86a: 17) 

arfa「烏麦」 ɑilwə 野大麦 (85: 10) 

arga「方法」 ɑrkɑ (86a: 13) 

arki「焼酎」 ɑɡi (85: 9) 

atanggi「いつ」 [ɑntʻɑŋɡi] (88b: 18) 

 
5 原文では、アルチュカ語の dʒiɑnʧʻɑŋ mɑlu「小瓶」は満洲語文語の ajige malu に対応すると主張している

が、dʒiɑnʧʻɑŋと ajige が同源語であるか否かは再考する必要があると考えられる。 
6 穆曄駿(1985: 11, 14)は「支児」を意味する ɑʃïxɑ は満洲語文語の alcuka に対応するとしている。しかし、

羽田(1937)や胡增益(2020)などの満洲語文語辞書では alcukaは「アルチュカ」の意味しかない。一方、満洲

語文語の alcu は「針児」(背式骨の側面の凹み)の意味であり、「支児」と同じ意味であろう。しかし、alcuka

の語源は alcu「針児」ではない可能性がある。 
7 アルチュカ語の [ɑrɑliku] と満洲語文語の alikū は同源語である可能性があるが、再考する必要がある。 
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ayan dengjan「蝋燭」 [ɑjɑn dəŋ] (87: 24)8 

ba「場所；里；(bade)のに」 bɑ 天 (85: 5)9  pɑ 処 (86a: 12, 14) 地 (86a: 13) (pɑtə 

連…都) (86a: 14) 里 (86a: 16) [bɑ] ([niɔi bɑ] 水甸子) 

(87: 8) 

baha-「得る」bahafi pɑkʻɑpʻi (86a: 15, 16) 

baita「こと」 peitʻɑ (86a: 10) peitʻ (86a: 10, 11, 12, 16) 

balai「みだりに」 pɑlei (86a: 15) 

baljun「妖怪」 bəldiŋ (85: 7) pɑrtiŋ (86a: 10) pɑltiŋ (86a: 12) 

baniha ara-「感謝する」baniha araki bɑnijɑrɡi (85: 10) 

banji-「生きる」banjiha [pɑndihɑ] 活了 (87: 8) 

banuhūn「怠惰」 [pɑnəhuɔ] (87: 6) 

baru「〜に向かって；〜と」 pɑr 和 (86a: 11) 与 (86a: 11) 

basucun「可笑しい」 pɑstʻun (86a: 10) 

baturu「勇ましい」 pɑtʻur (86a: 16) 

be「を」 wə (85: 9, 10; 86a: 9, 10, 12, 13, 15, 16) və (86a: 9, 12) mə 

(86a: 9, 1010, 11, 12, 13) m (86a: 12) u (86a: 9, 10, 11, 12) 

pə (86a: 13) p (86a: 1311) b (86a: 13) [pə], [pʻə], [və], [u], 

[mə], [m], [p] (87: 26) 

be「私たち(排他的)」 wə 咱們 (85: 12) 

bebeliye-「厳寒でこわばる」 

  bebeliyeke 

 

[bəbuliəhə], [bəbuliəɡə] (88b: 7) 

bedere-「戻る」bederefi pɑtrpʻi (86a: 13) pətrəpʻi (86a: 13) 

bedere-「戻る」bederembi  pətərəmei (86a: 13) 

bedun「丈夫」 [pətʻuŋ] 粗壮 (87: 8) 

 
8 dengjan は中国語の「灯盞」からの借用語であるが、ここでは dengjan の jan (盞)に相当する部分は見当た

らない。 
9 穆曄駿(1985: 5)が記録した bɑ は「天」の意味であるが、満洲語文語における同源語 baは「天」の意味は

ない。池上(1999b[1993]: 334-335)が指摘しているように、ナーナイ語文語の боа やウデヘ語の ʙua は「天」

の意味を持ち、ナーナイ語ビキン方言における ба̄は「天」や「場所」を意味する。また、松花江下流の一

部のヘジェ語では paが「天」と「地」を意味する(凌純聲 1934: 273)。Nikolaeva & Tolskaya (2001: 70, 510-

511)および Nikolaeva et al. (2002: 11)によれば、ウデヘ語の bua〜baは「場所」、「自然」、「神」を意味し(罵

言にも使われることがある)、また「外」や「森で」という意味も持つ。中国のキャッカラ語では、「巴那安

都里」(ba na an du li)が「天地神」を意味する(穆曄駿・孟慧英 1986: 21)。この「巴」も「天」を指すものと

考えられる。穆爾察曄駿・馬文業(1983; 2018)、穆爾察安布隆阿・穆爾察依凌阿(1983)、穆曄駿・孟慧英(1986)

が記録した民話・民謡にはキャッカラ語の単語が含まれ、穆曄駿(1986a: 4; 1987: 30-31)もキャッカラ語に言

及している。そのキャッカラ語は、Hölzl (2018)と Hölzl & Hölzl (2019)によると、ウデヘ語派(Janhunen 2012: 

6のUdegheic即ち Ikegami 1974による分類の II群に当たる)に属するロシアのキャッカラ語(Russian Kyakala)

ではなく、いわゆる中国のキャッカラ語(Chinese Kyakala)である。なお、Цинциус и др. (1975: 100)によれば、

エウェンキー語、ソロン語などにおける同源語にも「天」の意味はある。 
10 穆曄駿(1986a: 13)によると、n または ŋ で終わる語に対格標識が付く場合、その対格標識の形式は pə で

ある。しかし、穆曄駿(1986a: 10)にある kɑrpuŋ məでは、対格標識は pəではない。 
11 穆曄駿(1986a: 12)によると、ə で終わる語に対格標識が付く場合、その対格標識の形式は və または u で

ある。しかし、穆曄駿(1986a: 13)にある tʻrə p では、対格標識は və, u ではない。 
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behe「墨」 [bəhə] (87: 22) 

beikuwen「寒い」 piŋwən (86a: 14) 

bethe「足；脚」 [pətʻiɡə] 脚 (87: 18) 

beye「体」 bədʒi 身 (85: 6) pei 自己 (86a: 10, 12, 16) (ɔrkə pei 命) 

(86a: 12) bei 身 (86a: 14) [bəi] 人 ([nɑ bəi] 本地人) (87: 

17)12 

bi「私」 bi (85: 9; 86a: 15) pi (86a: 16, 17) 

bi-「ある、いる」bi pi (86a: 10, 11, 14) bi (86a: 13) 

bi-「ある、いる」bihe bi‘ə (85: 9) pikə (86a: 15, 16) 

bilten「沢」 meitʻən 積水淀 (85: 12) 

bira「川」 bielə (85: 6) pirɑ (86a: 10) [pilə] (87: 6)  

bithe「本」 bitʻxə (85: 15) [bitʻi’ə] (87: 7) 

bithesi「記録係」 bitʻəʃï (85: 15) 

biya「月」 [piɑ] (87: 6) 

biyantaha「頭の上の瘡の痕跡」 bint‘ək‘ (85: 11) 

bolgo「清潔」 pɔl’ɔ (86a: 14) 

boo「家、家屋」 pɔ (86a: 10, 11) pɔɔ (86a: 15, 16) [bɔɔ] (87: 8, 18) 

boro「夏の帽子」 [bərə] 草帽 (88b: 5) 

bosho「腎臓」 [bɔshɔ] (88b: 5) 

boso「布」 [bu] (87: 22) 

buce-「死ぬ」bucehe [pətʻihə] (87: 8) 

buce-「死ぬ」bucere puʧʻir (86a: 14) 

bu-「与える」buci putʻi (86a: 12) 

buhū「鹿」 puxɔ (86a: 11) 

bujan「林」 budʒiɑŋ (85: 6) [pʻuʧɑn] (87: 13) 

buju-「煮る」buju [muʧu] (87: 23) 

bukta-「寝違いをする」buktakabi [buətʻɑbi] 落枕 (88b: 23) 

bulukan「ぬるい」 [buʧʻukʻɑn] 温 (87: 13) [putʻuhə] 温暖 (87: 18) 

burga「柳の木；柳の枝」 pʻuɡɑn (85: 6, 12) [pʻuɡɑn] (87: 11) 

bušuku「狐の精」 [buʃïhuŋ] 魔鬼、規範語謂狐魅 (87: 17) 

buya「小さい」 bei (85: 9) peijɑ (86a: 11) 

buye-「愛する；欲する」buyeme beim (85: 10) 

 
12 満洲語文語における同源語は beye であるが、beye は主に「体」の意味であり、「人間」の意味はない。

アルチュカ語の [nɑ bəi]「本地人」(当地の人)における [bəi] は「人」の意味である。池上(1999b[1993]: 336)

によると、アルチュカ語の bəi はナーナイ語クル・ウルミ方言の бэjэ「人間」に一致し、同じこの語はまた

松花江下流沿岸のヘジェ語にもある(凌純聲 1934: 206 によると、pɛi「人」である)。劉忠波(1981: 1)及び『赫

哲族簡史』編写組(1984: 6)によると、松花江流域「富錦県大屯以上」に居住するヘジェ人の自称は「那貝」

(na bei)である。また、Цинциус и др. (1975: 122)によると、満洲語文語 beye の多くのツングース語における

同源語は「人間」の意味である。なお、穆曄駿(1988a: 20)によると、バラ語の [bəi] も「人」の意味である。 
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cacari「布製の四角な天幕」 ʧʻiʧʻiliŋ 帳棚 (85: 6) [ʧʻiʧʻiliŋ] 帳棚 (88b: 10) 

cai「茶」 [ʧʻiɑ] (87: 22) 

cala「あちらに」 ʧʻɑl (86a: 11) 

camci「婦人の肌着」 [ʧʻimʧʻi] 襯衣 (88b: 8) 

car「ずきずきひりひり」 tʻiɑr (86a: 14) 

ce「彼ら、彼女たち」 [ʧʻə] (88b: 3) 

cecike「小鳥」 ʧʻiʧʻiɡə (85: 6) ʧʻitʻixə (85: 10) ʧʻitixə (85: 12) [tʻiʧʻiɡə] 

(87: 14) [ʧʻiʧʻiɡə] (88b: 3) 

cejehen「船の引綱をつける板」 [ʧʻiʧi’ən] 縴板 (88b: 6) 

ceku「ぶらんこ」 [ʧʻukʻu] 鞦韆 (87: 10) 

ci「から、より」 ʧʻi (86a: 9, 15) ʧi (86a: 9, 15, 16) tʻi (86a: 9, 12, 15, 16, 17, 

1813) [ʧʻi], [ʧi], [tʻi] (87: 27) 

cihai「任意に」 tʻixɑi (86a: 11) 

cihe「虱」 tʻixə (85: 10) 

cikten「幹、茎」 titən (85: 6) 

cimari「明日」 [ʧʻumɔli] (88b: 10) 

cira「顔、顔色」 ʧʻiri (85: 10) 

cirku「枕」 tʻirku (85: 10) 

cohome「特に、専ら」 tʻiɔxɔm (86a: 13) 

coko「鶏」 tʻioxo (85: 10) tʻiɔxɔ (86a: 8) [tʻiɔhɔ] (87: 11) 

基 tʻiɔkʻɔ 固 tiɔxɔ 非固 tiɔxɔ (86a: 9) 

基 tiɔkɔ 固 tiɔxɔ 非固 tiɔxɔ (86a: 9) 

基 tʻiɔkʻɔ 固 tʻiɔxɔ 非固 tʻiɔxɔ (86a: 9) 

coko「鶏」+ umhan「卵」 tʻioxomɑ (85: 10) 

cola-「煎る、炒める」cola [ʧʻɔlɑ] (87: 23) 

colhon「山の峰」 tiolxo (85: 12) [ʧʻɔlhun] (87: 13) 

cooha「兵、軍」 ʧʻɔ-xɑ (86a: 12, 14) 

cuku「しんこもち」 [ʧʻukʻun] (88b: 21) 

cukulembi「犬をけしかける」 [ʧʻukləmei], [ʧʻuləmei] (88b: 23) 

cukumbi「くたびれる」 ʃïɡumei (85: 13) 

cungguru「へそ」 [ʧʻiŋɡuru] (87: 10) 

da「もと」 tɑ (86a: 13) 

daci「もとから」 tɑʧʻi (86a: 11) tɑtʻi (86a: 11) 

dagila-「準備する」dagilafi tɑkiləpʻi (86a: 13) 

daha-「従う」daharakū dɑxɑrɑ’ɔ (86a: 13) 

 
13 穆曄駿(1986a: 17)によると、n または ŋ で終わる語に奪格(原文では「由格」)標識が付く場合、その奪格

標識の形式は ʧʻi である。しかし、穆曄駿(1986a: 18)にある xɑlpin tʻi では、奪格標識は ʧʻiではない。 



244 

dahan「仔馬」+ morin「馬」 dəməli (85: 11) 

dahū「皮衣」 [dɑkʻuə] 皮襖 (87: 8) 

dalgan「塊」 [dɑlɡɑŋ] 塊、菜肉塊 (87: 9) 

dalin「川岸」 təri 海岸之岸 (86a: 18) [dərin] 河岸 (87: 8)14 

damu「ただ；しかし」 dɑm (85: 10) tɑm (86a: 12, 16) 

danambi「掌りにいく」 [dɑinəmei] 管事 (87: 8) 

*darhon「17」 基 tɔxɔŋ 固 tɔ’ɔŋ 非固 tɔŋ 十七 (86a: 3) 

*darhon「17」+「個」を表す要素 基 tɔxɔŋkə 固 tɔ’ɔŋkə 非固 tɔŋə 十七个 (86a: 7) 

*darhon「17」+ -ci「番目」 基 dɔxɔtʻi 固 dɔ’ɔŋtʻi 非固 tɔ’ɔŋtʻi 第十七 (86a: 5) 

*darhon「17」+ mari「回」 基 tɔxɔməri 固 tɔxməri 非固 tɔ’ɔməri 十七次 (86a: 6) 

*darhon「17」+ niyalma / nofi「人」 基 tɔxɔnɔmə 固 tɔxɔnɔpʻi 非固 tɔxɔnɔ 十七人 (86a: 8) 

dasa-「直す；治す」dasaci tɑʦïtʻi (86a: 13) 

dasargan「処方箋」 [dɑsɑrɡɑn] ([hətʻuri dɑsɑrɡɑn], [hɔtʻuri dɑsɑrɡɑn] 偏方) 

(88b: 3) 

dasata-「整える；身繕いする」 

  dasatahangge 

 

tɑʦʻïtɑ’ɑŋə (86a: 17) 

de「に；で」 du (85: 9) d (85: 9, 10) də (85: 10; 86a: 14; 88b: 17) tə (86a: 

10, 14, 15) nə (86a: 10, 11, 14, 15, 16, 18) t (86a: 13, 14, 15) 

tu (86a: 14, 15) tɔ (86a: 15) [də], [du], [d], [nə] (87: 26) 

defu「豆腐」 [dəɔfu] (87: 22) 

dehe「釣り針」 dəɡə (85: 12) 

dehi「40」 基 təxi 固 təjı ̣ 非固 tə’i (86a: 3) 

基 təxi 固 təxi (86a: 4) 

基 təxi 固 təxi 非固 təji (86a: 9) 

dehi「40」+「個」を表す要素 基 təxikə 固 kʻəjikə 非固 təjiə (86a: 7) 

dehi ilan「43」 基 təxi ilɑn 固 təxi lɑn 非固 təjilɑ (86a: 4) 

dehi「40」+ mari「回」 基 təximəri 固 təjiməri 非固 təiməri (86a: 6) 

dehi「40」+ niyalma / nofi「人」 基 təxinəmə 固 təxinəpʻi 非固 təxinə (86a: 8) 

dehici「40番目」 基 təxitʻi 固 təɕitʻi 非固 təjitʻi (86a: 5) 

dembei「大層」 tənpi (86a: 14) 

den「高い」 [dəŋ] (87: 8) 

dengjan「灯」 [dəŋ ʧɑn] 灯 (87: 24) 

derbehun「湿気を帯びた」 dəlwən (85: 12) 

dere「顔；机」 dər 臉 (85: 6) tər (86a: 9) [dərə] 臉、桌子 (87: 7) 

dere「であろう」 tər (86a: 11) 

 
14 穆曄駿はアルチュカ語の [dərin] と満洲語文語の dalin との語源的関連性について言及している(穆曄駿

1987: 8)が、アルチュカ語の təri の満洲語文語における同源語については言及していない。アルチュカ語の

təri と満洲語文語の dalin との語源的関連性は筆者の推測である。 
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dergi「上；東」 [dierɡi] 西 (87: 12)15 上面 (87: 12) 

deribu-「始める」deribuci təri’uʧi (86a: 10) 

deribu-「始める」deribuhengge tərwəxəŋə (86a: 14) 

deribu-「始める」deribumbi tərɔmei (86a: 12) 

dobi「狐」 tɔpi 狐狸  (86a: 10) [dɔrpijə] 狐  (87: 7) [dɔrpi] 狐皮 

(87: 11)16 [dɔrbi] 狐 (88b: 19) 

dobori「夜」 pɔtɔri (86a: 15) [dɔbɔli] (87: 17) 

dolo「中、内」 dol (85: 10) tɔl (86a: 10) tɔr (86a: 16) 

dolori「心の中で」 tɔlɔri (86a: 11) 

domo「婦人の下着」 [dɔmu] (88b: 13) 

dondoba「土蜂」 duŋduwɑ (85: 12) 

dondon「蝶々」 dɔndɔŋ 蛾 (85: 6) [dondɔn] 小蝴蝶 (87: 8) [dɔndɔn] 蛾

子 (87: 18) 

donji-「聴く」donjifi tɔntipʻi (86a: 13) 

donji-「聴く」donjire dondir (85: 10) [dɔndirə] (87: 11) 

doo-「川を渡る」doofi  tɔ-pʻi (86a: 10) 

dorakūla-「無礼に振舞う」 

  dorakūlafi 

 

tɔrkʻulɑwi (86a: 10) 

  dorakūlambi tɔrɑ’ɔlɑmei (86a: 15) 

dorgi「内側」 tɔki (86a: 10) 

doro「道理；礼」 tɔr (86a: 13) tɔrɔ (86a: 16) 

dosimbu-「入れる」dosimbume  tɔʐn’um (86a: 10) 

dube「尖端」 tuvə (86a: 9) 

duibule-「比較する」duibuleci tui’uləʧi (86a: 13) 

duici「4番目」 基 tuitʻi 固 titʻi (86a: 5) 

duin「4」 基 tui′e 固 tui 非固 ti (86a: 3) 

duin「4」+「個」を表す要素 基 tuikə 固 tikə 非固 ti’ə (86a: 7) 

duin「4」+ mari「回」 基 tuiməri 固 timəri (86a: 6) 

 
15 満洲語文語の dergi「東」と wargi「西」のアルチュカ語における同源語は意味が逆である。また、筆者が

調査した満洲語三家子方言と満洲語黒河方言およびシベ語における同源語の意味も逆である。趙杰(1989: 

90, 119)の記録によると、満洲語泰来方言における同源語の意味も逆である。風間(1997b: 117)によると、「ナ

ーナイ語で「東」を意味していた「前」と同源の語が「南」を示しているが、それのみならず「北」は「後

ろ」、「西」は「右」、と一貫している。これはおそらくモンゴル語からの影響であろう。モンゴル語では「東」

と「左」、「西」と「右」、「南」と「前」、「北」と「後ろ」は同じ語で示される」。満洲語文語とシベ語の「東」

と「西」が逆である原因について、李基文(1973: 110)はシベ人が中国の東に位置する満洲地方から、西に位

置する新疆へ移住したことによると推測している。しかし、この見解が妥当ではないと考えられる。なぜ

なら、満洲語の三家子方言・泰来方言・黒河方言及びアルチュカ語の話者が新疆に移住していないにもか

かわらず、この点においてシベ語と一致しているからである。「東」と「西」が逆である原因については、

恩和巴図(1995: 17)、長山・熊南京(2010: 30)、戈思明(2019: 156-182)などの意見を参照されたい。 
16 原文ではアルチュカ語の [dɔrpi]「狐皮」は満洲語文語の dobihi「狐皮」に対応すると記述している。[dɔrpi] 

には dobihi の hi に当たる要素がないため、ここでは dobi「狐」の同源語のところに入れた。 
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duin「4」+ niyalma / nofi「人」 基 tuinəmə 固 tuinəpʻi 非固 tuinə (86a: 8) 

dunda-kū17 [dɔndɑku] 猪槽子 (87: 13) 

dundan「豚の餌」 [dɔndɑn] (87: 13) 

dungga「西瓜」 [duŋɑ] (87: 22) 

*durhon「14」 基 tuxu 固 tux 非固 tu’u 十四 (86a: 3) 

*durhon「14」+「個」を表す要素 基 tuxukə 固 tu’ukə 非固 tu’ə 十四个 (86a: 7) 

*durhon「14」+ -ci「番目」 基 tuxutʻi 固 tuxtʻi 非固 tu’utʻi 第十四 (86a: 5) 

*durhon「14」+ mari「回」 基 tuxuməri 固 tu’uməri 非固 tuməri 十四次 (86a: 6) 

*durhon「14」+ niyalma / nofi「人」 基 tuxunəmə 固 tuxunəpʻi 非固 tuxunə 十四人 (86a: 8) 

duri「揺り籠を兼ねた乳母車」 [duliŋ] (87: 8) 

dursun「姿」 tuərsun (86a: 17) 

ebi-「飽食する」ebire ubil (85: 7) 

ebsi「より以来」 kə’uʐï (86a: 16) 

edun「風」 ɔduŋ (85: 6) oduŋ (85: 11) [ɔduŋ] (88b: 11) 

efen「餑餑(食物の名)」 əwəŋ (tʻuxəwəŋ 鍋餅) (85: 10) (tuməwəŋ 打糕) (85: 12) 

əfuŋ (feiʃïɡəfuŋ 粘米面餑餑) (85: 12) [əpʻə] 餑餑 (87: 

22) 

efi-「遊ぶ」efire əpʻir (86a: 12) 

eigen「夫」 eikə (86a: 15, 16) 

ejen「主」 [əʧin] (88b: 11)18 

ekcin「河に面した岸、河べりの

崖」 

oʧʻi (85: 10) 

ekcin「醜い鬼」 otʻin (85: 11) 

ekše-「忙しい」ekšere + erin「時」 [əʃəri] ([ɔmʃï əʃəri] 大忙季節) (88a: 18) 

elen「充分」 [ɡələ] (88b: 17) 

elheše-「のろのろする」elhešeci kəlxəʐəʧi (86a: 16) 

elmin「未調教の仔馬」 olimi 大馬駒 (85: 10) 

eme「母」+ nekcu「母の兄弟の妻」 əməʧʻu 舅母 (85: 8)19 

emgi「一緒に」 ɔmki (86a: 10, 15, 16) 

emhe「妻の母」/ emeke「夫の母」 əmxə, omɡə 婆婆与岳母不分 (85: 8) 

emu「1」 基 əm 固 ɔm (86a: 3) ɔm (86a: 10, 13, 14, 15, 17) 

 
17 原文ではアルチュカ語の [dɔndɑku]「豚の餌桶」は満洲語文語の suraku (surakū の誤植か)に対応すると主

張している。これは意味的な対応であり、同源語ではないと考えられる。アルチュカ語の [dɔndɑku] の 

[dɔndɑ] と [ku] はそれぞれ満洲語文語の dunda-「豚に餌をやる」と -ku/-kū「派生接辞」と同源であると考

えられる。しかし、dundakū という語形は羽田(1937)や福田(2008)などの満洲語文語辞典には見られない。 
18 原文では北方満洲語とヘジェン語での発音は [əʧin] と述べているが、ここの「北方満洲語」にはアルチ

ュカ語が含まれているかは明かにしていない。 
19 原文ではアルチュカ語の əməʧʻu「母の兄弟の妻」と満洲語文語の nekcu とが意味が同じであると記述し

ているが、əməʧʻu の由来については言及していない。əməʧʻu における əməは満洲語文語の eme「母」と同

源である可能性があり、ʧʻu は nakcu / nekcu の cu と同源である可能性がある。 
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emu「1」+「個」を表す要素 基 əmukə 固 əmkə 非固 ɔŋkə (86a: 6) 

emu「1」+ mari「回」 基 əmuməri 固 eməri (86a: 6) 

emu「1」+ niyalma / nofi「人」20 基 ɔmnɔmə 固 ɔmnɔpʻi 非固 ɔmnɔ (86a: 8)  

ɔm nəmə (86a: 15) 

encu「別の」 [ɡənʧʻə] (88b: 17) 

enduri「神」 ənduri (85: 7) ənturi (86a: 14) 

enduri「神仙」 ənduliŋ (85: 7) 

enenggi「今日」 əniŋi (86a: 15, 16) 

enji「精進料理」 [undi] 素、即葷素之素 (88b: 11) 

enteheme「永えに；永えの」 kəntʻxəm (86a: 16) 

erdemu「才；徳」 kərdəm 才勢 (86a: 15) 

ere「これ；この」 ər (85: 10) ərə (86a: 10) kər (86a: 10, 11, 12, 15) kərə (86a: 

11) ɡər (86a: 17) 

ere-「望む」ereme kərəm (86a: 12) 

ergen「息；命」 ɔrkə (ɔrkə pei 命) (86a: 12) 

erin「時」 eriŋ (ɑnieriŋ 年代) (85: 10) [əri] ([ɔmʃï əʃəri] 大忙季節) 

(88a: 18) 

esihe「鱗」 [əʃïɡə] (87: 10) [əʃï] (87: 13) 

ešemeliyen「若干斜め」 [əʃïmili] (88b: 24) 

etuku「服」 [ɔtʻukʻuɔ] (87: 12) 

eyere21 ujire 低 (85: 10) ujer 低 (85: 11) 

fa-「涸れる」faha wɑk‘ 干涸 (85: 11) 

faha「目玉；果実の核」 wɑxə 円珠 (85: 8) 

fakca-「離れる」fakcafi pʻɑkʻʧʻɑpʻi (86a: 15) 

fakca-「離れる」fakcaha pʻɑkʻtʻiɑxɑ (86a: 16) 

faksi「巧み」 pʻɑkʻʐï (86a: 13) 

fali「個」 wəli 个数 (85: 8) 

fangkala「低い」 [fɑŋɡə] (87: 13) 

fara「積雪のうえを牛が引いて草

木を運ぶ橇ごときもの」 

pɑlə 耙犁 (85: 7) [pʻɑliɑ] 雪橇、車轅 (87: 9) 爬犁 (87: 

12) 

fasilan「岐れている枝や道」 feiʃïl 樹叉子 (85: 11) 

 
20 満洲語文語の nofi は普通、2 名以上の人を指す場合に用いられる(Norman 2013: 291)。『大清全書』では

「一個人両個人之個字」と説明しているが、「一個人」の場合は wesihun nofi などの場合である(Alonso de la 

Fuente 2017: 58)。一方、アルチュカ語の ɔmnɔpʻi (86a: 15) の ɔmと nɔpʻi はそれぞれ満洲語文語の emu と nofi

の同源語である可能性がある。 
21 原文ではアルチュカ語の [ujire], [ujer]「低い」は満洲語文語の eyere に対応すると主張しているが、満洲

語文語のこの eyere の意味に言及していない。この eyere は動詞語幹 eye-「流れる；秤竿の先が下がる」に

未完了連体接辞 -reがつく形式である可能性がある。「秤竿の先が下がる」という意味から「低い」という

意味が生まれたと推測される。 
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faššambi「勉める」 fɑʐɑmei (85: 12) 

fatha「獣の蹄」 [pʻɑtiɡə] (87: 18) 

fe「古い」 [fəi] (87: 7) 

fefe「陰門」 bɑwə (85: 12) 

fejergi「下」 fuʧirki (86a: 10) pʻuʧilki (86a: 14) [fəʧierɡi] (87: 12) 

fengseku「素焼きの小さな平たい

鉢」 

fəŋsəkə, fəskə 盆子 (85: 11) 

fergi-ku pʻərki’ɔ 火辣辣 (86a: 14)22 

feshembi「悶え苦しむ、悩む」 [fɔshə(ɔ)məi] 苦悩 (88b: 3) 

fesin「柄」 feiʃï (85: 11) 

feye「傷」 [fuʧi], [fuʧijə] 傷 (88b: 12) 

fi「筆」 fi (86a: 9) [pʻi] (87: 22) 

fisihe「稷」+ efen「餑餑」 feiʃïɡəfuŋ 粘米面餑餑 (85: 12) 

fiyana「背負子」 [fijɑnɑ] 背架子 (87: 8) 

fodoho「枝垂れ柳」 fətʻə’ə 柳樹 (86a: 14) [pʻədɔhɔ] 柳樹 (87: 10) [fədəhə] 

柳樹 (88b: 5) 

fondo「貫通した」 [fundɔ] (88b: 5) 

fucihi「仏」 futʻiɕin (85: 7, 10) [futʻihin] (87: 12) 

fucihiyalaha「炙った」+ yali「肉」 [pʻukʻijɑli] 夏季狩猟時代的食物、火燎肉 (87: 18)23 

fucihiyambi「咳をする」 [pʻutʻiɑmei] (87: 9) 

fudenji-「送ってくる」fudenjihe pʻutənʧikə (86a: 13) 

fuktala「蕨」 [pʻutʻɑlɑ] (87: 13) 

fulgiyan「赤い」 fuliɑŋ (85: 7) 

fulha「白楊」 ulɡə (85: 6) [fulɡə], [ulɡə] (88b: 10) 

fuli「乾し肉」 [pʻəili] 碎干肉塊 (87: 7) 

fulu「優れた」 pʻulu (86a: 12) pʻul (86a: 16) 

fungkū「丸太」 [fuŋɡu] 墩子 (87: 7) 

funiyehe「髪；毛」 [pʻiniəɡə] 髪 (87: 11) 

funiyehe「髪；毛」+ megu「菌の

一種」 

[finijeɡe məɡu] 猴頭磨菇 (87: 24)24 

furun「削り取った肉」 [pʻulun] 糸、菜肉糸 (87: 9) 

 
22 原文ではアルチュカ語の pʻərki’ɔ ninpi「ひりひり痛む」は満洲語文語の fergikū nimembi に対応すると主

張しているが、fergikū という語形は羽田(1937)や福田(2008)などの満洲語文語辞典には見られない。満洲語

文語の fergi-「毒虫に刺される」に -ku/-kū「派生接辞」がついた形式である可能性がある(但し、母音調和

を考慮に入れるなら、fergikū より fergiku の方が合理的であろう)。 
23 原文では満洲語文語における同源語に言及していない。満洲語文語の fucihiyala-「(毛を)あぶる」+ yali

「肉」との語源的関連性は筆者の推測である。 
24 原文ではアルチュカ語の [finijeɡe məɡu] は満洲語文語の muheren sence に対応すると主張しているが、

同源語ではないと考えられる。[finijeɡe] は満洲語文語の funiyehe「髪；毛」の同源語であろう。 
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fusihūlambi「軽蔑する」 fuɕixulɑmei (86a: 11) 

futa「縄」 [futʻə] (87: 6) 

futa「縄」+ bira「川」 futʻɑmi 細条河 (85: 12) 

gabula「食い意地の張った」 kʻowol 饞 (85: 12) 

gacuha「羊等の小脛骨の下に突き

出た丸い骨で製作した戯具」 

ɡɑʃïxɑ 背式骨 (85: 12) 

gaha「烏」 ɡɑxɑ (85: 14) 

gai-「とる」gaici kɑtʻi (86a: 15) 

gai-「とる」gaimbi ɡɑmei (85: 7) keimei (86a: 16) 

gaijara-「受け取る」gaijarakū kɑʧiɑrɑ’ɔ (86a: 12) 

gaijara-「受け取る」gaijarangge kɑiʧiɑrɑŋ’ ə (86a: 10) keiʧiɑrɑŋə (86a: 16) 

gaisilan「巻き添え」 [ɡɑnʃïl] (88b: 24) 

gajimbi「持ってくる」 [ɡɑʧimei] (88b: 17) [ɡɑnʧïmei] (88b: 19) 

gala「手」 [ŋɑl] (87: 8) 

galman「蚊」 [ɡɑnmɑn] 蚊子 (87: 8) 

gama-「持っていく」gamaha kʻɑm’ɑ (86a: 14) 

gama-「持っていく」gamambi ɡɑməmei (85: 7) 

gama-「持っていく」gamarakū ɡɑmɑlwɷ (85: 9) 

gasha「鳥」 ɡɑsɑ 鳥 (85: 6) 

gašan「村」 ɡɑʐə 村子 (85: 15) 

gebu「名」 əɔwɔ (86a: 14) [ɡəbu] (87: 14) [ɡərbi] (88b: 16, 19) 

gecembi「凍る」 ɡəʧimei (85: 6) 

gefehe「蝶」 kɔ‘ui 蝶 (85: 6) ko‘wəi 蝴蝶 (85: 9) [ɡəuvïkʻə] 蝴蝶 

(87: 9) [kʻɔwəi] 大蝴蝶 (87: 18) 

gele-「恐れる」gelembi kələnpi (86a: 14) ələmei (86a: 16) 

gele-「恐れる」gelerakū ələrɑ’ɔ (86a: 14) 

gelhun akū「敢えてする」 əl’un ə’ɔ (86a: 10) əl’ɔn ɑ’ɔ (86a: 11) əlxun ɑ’ɔ (86a: 13) 

gemu「皆」 kəm (86a: 15, 16) 

gene-「行く」genefi ənəpʻi (86a: 15) 

gene-「行く」genembi ənəmei (86a: 15) ənəmpi (86a: 15) 

gene-「行く」genere ənər (86a: 15) 

genggiyen「清い、明るい」 kiŋjen (86a: 14) 

geo「雌(の馬)」+ morin「馬」 [kʻuɔ mɔriŋ] (87: 22) 

geren「皆；多い」 kər (86a: 10) ərən (86a: 11) kərə (86a: 17) 

geri「伝染病、流行病」 [ɡəliŋ] (87: 12) 

giltaršambi「きらきらと輝く」 [ɡintʻuʃïmei] (87: 17) 

giogin「掌」 [ɡiujiu] (87: 6) 
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giranggi「骨」 [ɡirɑŋji] (87: 17) 

girimbi「切り揃える」 [ɡilimei] 割草 (87: 7) 

gisun「言葉」 kitsuŋ (86a: 13) [ɡiʦïn] (87: 13) [ɡisun] (ulɑn ɡisun 伝説) 

(87: 13) 

giyan「道理」 kijɑn (86a: 10) 

giyangdu「ささげ」 [ʧɑŋdu] (87: 22) 

giyarimbi「巡察する」 [ɡiɑlimei] (87: 7) 

goi-「当たる」goici kɔiʧi (86a: 14) 

gorgin moo「きはだ」 [ɡɷɡi mɔɔ] (88b: 9) 

*gorhon「13」 基 kɔxɔ 固 kɔ’ɔ 非固 kɔ 十三 (86a: 3) 

*gorhon「13」+「個」を表す要素 基 kɔxɔkə 固 kɔxkə 非固 kɔ’ɔkə 十三个 (86a: 7) 

*gorhon「13」+ -ci「番目」 基 kɔxɔtʻi 固 kɔkɔtʻi 非固 kɔ’ɔtʻi 第十三 (86a: 5) 

*gorhon「13」+ mari「回」 基 kɔxɔməri 固 kɔxməri 非固 kɔməri 十三次 (86a: 6) 

*gorhon「13」+ niyalma / nofi「人」 基 əɔxɔnɔmə 固 kɔxɔnɔpʻi 非固 kɔxɔnɔ 十三人 (86a: 8) 

goro「遠い」 kɔrɔ (86a: 18) 

gurgu「獣」 [ɡuɡu] (87: 13) 

gurun「国」 kurə (86a: 10) kurun (86a: 12) kuruŋ (86a: 13) [ɡurun] 

(87: 22) 

gusucumbi「煩悶する」 [ɡusʧʻumei], [ɡusʃumei] (88b: 22) 

guwafu「杖」 [ɡuəfu] (88b: 5) 

gūlha「靴」 ɷlɑx 靰鞡 (85: 8) 

gūni-「思う」gūnici kunitʻi (86a: 16) 

gūni-「思う」gūnihabi kɔnixɑ’ɔ (86a: 16) 

gūni-「思う」gūnimbi kɔnimi (86a: 10) kɔnimei (86a: 11) 

gūni-「思う」gūnire kɔnir (86a: 13) 

gūnin「考え；意向」 ɡɔniŋ (85: 10) kunin (86a: 11) kɔni (86a: 17) 

gūran「雄の麅」 ɡulɑŋ (85: 12) 

gūsici「30番目」 基 kɔʃïtʻi 固 kɔʐïtʻi (86a: 5) 

gūsin「30」 基 kɔʐï 固 kɔʃï 非固 ɔʃï (86a: 3) 

gūsin「30」+「個」を表す要素 基 kɔʃïkə 固 kɔʐïkə 非固 kɔʐïə (86a: 7) 

gūsin juwe「32」 基 kɔʐï ʧuə 固 kɔʐï ʧə (86a: 4) 

gūsin「30」+ mari「回」 基 kɔʐïməri 固 kɔʃïməri 非固 ɔʐïməri (86a: 6) 

gūsin「30」+ niyalma / nofi「人」 基 kɔʐïnɔmə 固 kɔʐïnɔpʻi 非固 kɔʐïnɔ (86a: 8) 

gūwa「別の；他人」 kuɑ (86a: 13) 

hacin「件、項、種」 xɑti 件 (85: 9, 15) (dʒiɑk xɑti 物件) (85: 12) [hɑtʻin], 

[huʧʻin], [hɑkʻin] 物件 (88a: 10)25 

 
25 原文の記述は「如 [hɑʧʻin]“物件”，巴拉語対這個詞的発音是 [hɑtʻin]，這同阿勒楚喀一様，也有時把它説
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hacuhan「小さな鍋」 xɑnʧʻuŋ 小鍋 (85: 7) [hɑnʧʻuŋ] 猟鍋、小鍋 (87: 10) 

[hɑnʧʻu] 鍋 ([lɑkʻiɑ hɑnʧʻu] 吊鍋) (87: 10) 

hada「峰」 xɑdɑ (85: 15) 

hafan「官吏」 xɑwə (85: 7, 12) 

haga「魚の骨」 kʻɑkʻɑ (85: 11) 

haha jui「男の子」 xɑkʧi (86a: 15) xɑkɑʧi (86a: 16) 

hailan「楡の木」 xɑilin 楡 (85: 14) xiɑlin 樹 (fətʻə’ə xiɑlin 柳樹) (86a: 

14) [hɑilin] 楡 (87: 10) 楡樹 (88b: 8)  

hailun「獺；獺の皮」 [hɑiruji] 水獺 (87: 13) 

hala「姓」 kɑlɑ (85: 11) [kʻɑlɑ] (87: 6) 

halfiyan「扁平」 xɑlpin 哈爾菲 (86a: 18)26 hɑlbin ([hɑlbin təi] 扁豆) (87: 

23) 

halhūkan「やや熱い、やや暑い」 [hɑilihuəkʻən] 略熱 (88b: 21) 

halhūn「熱い、暑い」 xɑlwɔn (85: 13) [hɑl’un] (87: 10) 

hami-「殆ど足りる；耐えられる」 

  hamimbi 

 

[hɑimimei] 将夠、差不多 (88b: 19) 

  hamirakū [hɔmirɑkʻu] 受不了、受不得 (88b: 8) 

hamu「大便」 [huɔmu] 人糞便 (87: 9) [hɔmu] 人糞 (88b: 8) 

hangsi「清明節」 [hɑnʃï] (87: 22) 

hardakū「鯉」 xəldɑwə (85: 15) 

hasi「茄子」 hɑidʒï (85: 10) [hɑɕi] (87: 23) 

hasima「一種の蝦夷赤蛙」27 xɑʃïmɑ 紅肚蛙 (85: 13) 

hebeše-「相談する」hebešeki xə’uʐəki (86a: 10) 

hendu-「言う」hendume əntum (86a: 10) 

hengke「瓜」 [həŋ‘ə] ([duɑili həŋ‘ə] 黄瓜) (87: 18) 

heolede-「怠る」heoledeme xɔltəm (86a: 11) 

hergen「字」 [hərɡən] (87: 7) 

hetembi「捲る、畳む」 [hətʻən’mei] 捲、叠 (88b: 20) 

heturi dasargan「民間の処方」 [hətʻuri dɑsɑrɡɑn], [hɔtʻuri dɑsɑrɡɑn] (88b: 3) 

hiyan「線香」 [hiɑŋ] (87: 22) 

hiyase「箱」 [hiɑsə] 斗子 (87: 22) 

hojihon「婿」 xodiwɔn (85: 14) 

hono「さえ」 kɔnɔ (86a: 12) xɔnɔ (86a: 14) 

 
成 [huʧʻin]，或者是 [hɑkʻin]」である。しかし、どの部分までアルチュカ語と同様であるか([hɑtʻin] のみか、

それとも、[hɑtʻin], [huʧʻin], [hɑkʻin] を全て含めているか)は明らかにしていない。 
26 原文では地名の xɑlpin を「哈爾菲」と訳しているが、「哈爾浜」をさす可能性がある。また、原文では

xɑlpin は満洲語の halfiyan に対応すると主張している。地名の「哈爾浜」の語源に関しては、黄錫恵(2010)

も満洲語の halfiyan に由来すると主張している。 
27 胡增益(2020: 631)は hasima を「哈什螞」、「哈士蟆」、「中国林蛙」と訳している。 
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hoošan「紙」 xuɑʐɑŋ (85: 11) xuɑʐɑ (85: 12) 

horho「豚小屋」 xɔrxɔ 圈 (86a: 16) 

horin「鳥籠」 oliŋ (85: 10) 

horo「鰻」28 xɔr 黒魚 (86a: 11) 

hoseri「小箱」 [huɔʦə] (87: 22)29 

hošonggo「方形の」 [huʃəŋə] (88b: 15) 

hoto「瓢箪」 [hɔrtʻɔ] (87: 22) 

hunio「水桶」 xuniu 水罐子 (85: 7) 

hutu「鬼」 ɡutu (85: 7) [hutʻuŋ] (87: 9) 

huweki「肥沃」 [hɔ’uəkʻi] (88b: 4) 

hūda「価格」 [hɷdɑ] (88b: 13) 

hūdula-「急ぐ」hūdulame xɔtulɑm (86a: 17) 

hūdun「速い」 xuduŋ (85: 12) 

hūsihan「スカート」 [huɔʃï] (87: 11) 

hūsun「力」 [huʦʻun] (87: 7) 

hūwa「庭」 [hɔwə] (88b: 15) 

i / ni「の；(道具や手段)で」 i (86a: 9, 10, 11, 12, 14, 16) kʻi (86a: 9) ni (86a: 9, 10, 11, 

12, 13, 14, 1630) ki (86a: 9, 10) ŋi (86a: 11) [i], [kʻi], [ɡi], 

[ni] (87: 25) 

ibagan「妖怪」 [ivəhɑn] (87: 18) [ibə’ɑn] (88b: 12) 

ibte「中の腐った木の瘤」 [əibtʻəi] (88b: 12) 

ibtene-「朽ちる」ibtenehe [əbtʻənəɡə] (88b: 12) 

icakū「気に入らない」 [iʧʻiɑku] (87: 7) 

ice「新しい」 [iʧï] (87: 7) 

ici「右；方向」 [iʧʻie] 右 (87: 12) 

ikūmbi「縮む」 [ikʻuɔmei] (87: 7) 

ilaci「3番目」 基 ilɑtʻi 固 irtʻi (86a: 5) 

ilan「3」 基 ilɑn 固 ilɑ (86a: 3) 

基 ilɑn 固 ilɑn 非固 ilɑ (86a: 9) 

ilan「3」+「個」を表す要素 基 ilɑkə 固 ilɑ’ə (86a: 6) 

ilan「3」+ mari「回」 基 ilɑməri 固 ilɑ’əri (86a: 6) 

ilan「3」+ niyalma / nofi「人」 基 ilɑnɔmə 固 ilɑnəpʻi 非固 ilɑnə (86a: 8) 

ilimbi「立つ」 ilimei (85: 7) 

 
28 『五体清文鑑』では「黒魚」と訳しているが、羽田(1937: 212)や胡增益(2020: 675)は horo「黒魚」は「鰻」

であると説明している。 
29 満洲語文語の hoseri は漢語からの借用語に派生接辞 -ri がつく形式であるが、アルチュカ語の [huɔʦə] 

はその派生接辞がない。 
30 穆曄駿(1986a: 10)によると、əで終わる語に属格標識が付く場合、その属格標識の形式は i または ki であ

る。しかし、穆曄駿(1986a: 16)にある tʻə ni では属格標識は i, ki ではない。 
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indahūn「犬」 indɑhɔ (85: 6) 

inenggi「日」 iniŋ (86a: 14) [iniŋi] (88b: 17) 

ini「彼の、彼女の」 in’ni (86a: 12, 13, 16) 

injem-「笑う」injeme inʧim (86a: 11) 

isina-「到る」isinaha  iʃïnɑkɑ (86a: 14) 

isina-「到る」isinahale31 iʃïnɑxɑ əl (86a: 12) 

jabšan de「幸いにも」 ʧiɑ’uʐï nə (86a: 15) 

jabu-「答える」jabuci ʧiɑ’utʻi (86a: 17) 

jahari「小石」 [dihɑli] (87: 9) 

jahūdai「船」 dʒiɑxudi (85: 7) 

jai「2 番目；また」 ʧɑi (86a: 4) 基 ʧɑi 固 ʧie 非固 ʧi (86a: 5) ʧɑi (86a: 10) 

ʧei (86a: 17) 

jaka「物」 dʒiɑk (dʒiɑk xɑti 物件) (85: 12) ʧiɑkʻ (ulin ʧiɑkʻ 財物) 

(86a: 12) [ʧiɑkʻɑ] 物件 (87: 11) 

jakdan「松」 dʒiɑdɑn 松 (85: 6) 

jakūci「8番目」 基 ʧiɑkʻutʻi 固 ʧiɑkʻtʻi 非固 ʧiɑ’ətʻi (86a: 5) 

jakūn「8」 基 ʧiɑkʻuŋ 固 ʧiɑkʻu 非固 ʧiɑkʻ (86a: 3) 

jakūn「8」+「個」を表す要素 基 ʧiɑkʻuŋkə 固 ʧiɑkʻukə 非固 ʧiɑ’ukə (86a: 7) 

jakūn「8」+ mari「回」 基 ʧiɑkʻuŋməri 固 ʧiɑkʻuməri 非固 ʧiɑ’uməri (86a: 6) 

jakūn「8」+ niyalma / nofi「人」 基 ʧiɑkʻunɔmə 固 ʧiɑkʻnɔpʻi 非固 ʧiɑ’unɔ (86a: 8) 

jakūnju「80」 基 ʧiɑkʻunʧu 固 ʧiɑkʻʧu 非固 ʧiɑ’uʧu (86a: 3) 

jakūnju「80」+「個」を表す要素 基 ʧiɑkundʒuɡə 固 ʧiɑkʻuʧukə 非固 ʧiɑkʻʧu’ə (86a: 7) 

jakūnju「80」+ mari「回」 基 ʧiɑkʻuʧuməri 固 ʧiɑkʻʧuməri 非固 ʧiɑŋʧuməri 

(86a: 6) 

jakūnju nadan「87」 基 ʧiɑkʻuʧu nɑtɑn 固 ʧiɑkʻʧu nɑnɑ 非固 ʧiɑŋʧu nɑnɑ 

(86a: 4) 

jakūnju「80」+ niyalma / nofi「人」 基 ʧiɑkʻuʧunəmə 固 ʧiɑkʧunɔpʻi 非固 ʧiɑŋʧunɔ (86a: 

8) 

jakūnjuci「80番目」 基 ʧiɑkuʧutʻi 固 ʧiɑkʧutʻi 非固 ʧiɑŋʧutʻi (86a: 5) 

jalin「ため」 ʧiɑliŋ (86a: 10, 13) 

janambi「薩満が紙送りして病人

のために祈りに行く」 

[ʧiɑnɑn’mei] 薩満送紙祈祷時嘴里嘟哝着祝詞  (88b: 

19) 

jasigan「手紙」 dʒɑʃï‘ɑŋ (85: 14) 

je-「食べる」jeke [ʧəkʻəi] (88b: 11)32 

 
31 原文の記録は iʃïnɑxɑ əl pɑ…「所到之処…」であり、対応する満洲語文語は isinaha ele ba…であると記述

している。ここの isinaha eleは isinahale の形式もある(Gabelentz 1864: 203-205; 竹越 2022: 13)。 
32 シベ語の /jekei/ における i はモダリティ接語である(児倉 2018: 17)。一方、アルチュカ語の [ʧəkʻəi] の

i は、穆曄駿(1988b: 11)によると、音変化で挿入した発音である(すなわち、単独の形態素ではない)。 
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je-「食べる」jembi dʒïmei (85: 7) 

je-「耐える」jempi ʧənpʻi (86a: 12) 

jecen「境界」 tuəʧʻən (86a: 14) [ʧəʧʻən] (88b: 3) 

jekšun「毒舌」 [ʧuʃun] (88b: 7) 

jeku「穀物、糧食」 [ʧəkʻu] (88b: 3) 

jergi「等級」 ʧirki (86a: 17) 

jerkin「眩しい光」 [ʧərkʻən] (87: 10) 

jibehun「掛け布団」 [divhuŋ] (87: 11) 

ji-「来る」jihengge tiŋə (86a: 11) 

ji-「来る」jimbi [dimei] (87: 12) 

ji-「来る」jio [diju] (87: 12) 

jili「鹿等の角の根」 təri, tərin, tiri 首、頭、第一 (86a: 4) 基 tərin 固 təri 非

固 tiri 第一 (86a: 5) [dəliŋ] 野獣頭 (87: 18)33 

jisiha「榛」 [diʃïhɑ] 榛柴柯子 (87: 12) 

joksi「木を抉って作った器」 [dukʻʃï] 水瓢 (87: 18) 

joli「笊」 dioli (85: 11) 

jolo「雌の鹿」 dioliŋ (85: 10) 

jorgon「12月の 12」 基 tirɡɔn 固 tiɔn 非固 tïɔ 十二 (86a: 3) 

jorgon「12月の 12」+「個」を表

す要素 

基 tirɔŋkə 固 tiɔŋkə 非固 tiɔŋə 十二个 (86a: 7) 

jorgon「12月の 12」+ -ci「番目」 基 tirkɔntʻi 固 tikɔntʻi 非固 tiɔntʻi 第十二 (86a: 5) 

jorgon「12月の 12」+ mari「回」 基 tiɔr’ɔməri 固 tiɔnməri 非固 tiɔməri 十二次 (86a: 6) 

jorgon「12月の 12」+ niyalma / nofi

「人」 

基 tiɔrɔnɔmə 固 tiɔrnɔpʻi 非固 tiɔrnɔ 十二人 (86a: 8) 

juben「古事を語る詞」 [dupən] 故事 (87: 12) 

jube-le-mbi34 [dupələmei] 講故事 (87: 12) 

juciba「蛍」 [duʧʻïbɑ] (87: 9) [ʧɔtʻibɑ] (88b: 4) 

jufeliyen「旅用の糒」 [ʧəfulin] (88b: 14) 

 
33 アルチュカ語の təri, tərin, tiriと [dəliŋ] は、エウェン語とネギダル語の dɪl「頭」、エウェンキ語とソロン

語の dil「頭」、ウデヘ語とオロチ語の dili「頭」、ナーナイ語とウイルタ語の ǰili「頭」、オルチャの dɪlɪ「頭」

と同源であると考えられる(エウェン語などの語形は池上 1989a: 1075 による)。「頭」を意味するこれらの語

の満洲語文語における同源語は、Benzing (1956: 980)、池上(1989a: 1075)、風間(1997a: 13-14)などは jili「鹿

などの角の根」を挙げている。Цинциус и др. (1975: 205-206)は満洲語における同源語に jili の他に gili も上

げているが、Alonso de la Fuente (2010/2011: 208)は満洲語の gili はエウェンキ語の gildii「指輪」、gildiikään

「円；丸いもの」と語源的に関連しているとしている。なお、穆曄駿(1986a: 4)によれば、アルチュカ語の

tərin はヘジェン語とキャッカラ語の同源語と同音であり、キャッカラ語の tərin は kʻɑntɑ tərin「石人頭」と

sɑŋkə tərin「黒熊頭」の例がある。なお、バラ語の [dilin], [dili]「頭」(穆曄駿 1987: 5, 31)と [dərin]「野獣の

頭」(穆曄駿 1987: 18)も同源語と考えられる。 
34 原文ではアルチュカ語の [dupələmei]「物語をする」は満洲語文語の julen arambi に対応すると主張して

いる。アルチュカ語の [dupələmei] の語幹 [dupələ-] は [dupən]「物語」に派生接辞 [-lə] がつくことで形成

されていると考えられ、[dupən] と [-lə] はそれぞれ満洲語文語の jubenと -leと同源であると考えられる。 
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jugūn「道」 dʒu‘un (85: 9) 

juhe「氷」 ʧʻuxuə (85: 7) 

jui「子供」 dʒi (ʦʻɑɡɑ dʒi 姑娘) (85: 9) (beidʒi 小孩子) (85: 9) ʧi 

(xɑkʧi 男人) (86a: 15) (xɑkɑʧi 男) (86a: 16) (ʦʻɑkɑʧi 姑

娘) (86a: 17) ʧʒi (ʦʻɑkʧʒi 女) (86a: 16) 

juken sain「どうやら良い」 [ʧɑŋkʻə ʦʻɑi] 恰好 (87: 10) 

julergi「前；南」 [duələ] 前面 (87: 9) [ʧuləɡi] 南 (87: 12) 前面 (87: 12) 

julge「古」 ʧul’ə (86a: 16) 

julgen sain「首尾の良い」+ alin

「山」 

zhe gen sa lin 張広才岭 (84: 97) dʒəɡuŋtʂʻɑiliŋ 吉祥如

意山 (85: 6) dʒəɡəŋʦʻɑiliŋ 張広才岭 (85: 9) 

jurumbi「吐く、嘔吐する」 [ʧurun’mei] (88b: 20) 

juse「子供(たち35)」 ʧutsï (peijɑ ʧutsï小輩) (86a: 11) ʧuʦ (ʧuʦ əpʻir kɑtɑli像

児戯那様) (86a: 12) 

juwaci「10番目」 基 ʧuɑtʻi (86a: 5) 

juwali「青蛙」 [duɑili] (87: 18) 

juwali + hengke36 [duɑili həŋ‘ə] 黄瓜 (87: 18) 

juwan「10」 基 ʧu’ɑn 固 ʧuɑ 非固 ʧɑ (86a: 3) 

基 ʧuɑn 固 ʧuɑ 非固 ʧuɑ (基 miŋɑn ʧuə tʻɑŋu ʧuɑn 固

miŋɑ ʧuə tʻɑŋu ʧuɑ 非固 miŋ ʧuə tʻɑŋ ʧuɑ 一千二百一十) 

(86a: 4) 

juwan「10」+「個」を表す要素 基 ʧuɑŋkə 固 ʧuɑkə 非固 ʧuɑ’ə (86a: 7) 

juwan「10」+ mari「回」 基 ʧuɑməri 固 ʧuɑŋəri 非固 ʧuɑ’əri (86a: 6) 

juwan「10」+ niyalma / nofi「人」 基 ʧuɑnnɔmə 固 ʧuɑnɔpʻi 非固 ʧuɑnɔ (86a: 8) 

juwe「2」 基 ʧuə 固 ʧuə 非固 ʧə (86a: 3) 

juwe「2」+「個」を表す要素 基 tʒuəkə 固 ʧuə’ə 非固 ʧu’ə (86a: 6) 

juwe「2」+ mari「回」 基 ʧuəməri 固 ʧuəpəri 非固 ʧuə’əri (86a: 6) 

juwe「2」+ niyalma / nofi「人」 基 ʧuənəmə 固 ʧuənəpʻi 非固 ʧuənə (86a: 8) ʧunɔm 

(86a: 10) ʧunu (86a: 15) 

kai「指定や断定の終助詞」 ki (86a: 10) kɑi (86a: 11) 

kaica-「喊声をあげる」kaicara ɡɑiʧʻɑl (85: 12) 

karman「保護」 [ɡɑrmɑn] 木柵 (87: 12)37 

 
35 羽田(1937: 259)は満洲語文語の juseは jui の複数形としているが、早田(1988: 16)によれば、『満文金瓶梅』

では屢一人の子供を指している。また、筆者が調査した満洲語三家子方言では /juse/ の指示対象は単数の

場合と複数の場合のどちらもある。 
36 原文ではアルチュカ語の [duɑili həŋ‘ə]「きゅうり」は満洲語文語の nasan hengke に対応すると主張して

いるが、意味的な対応であると考えられる。[həŋ‘ə] の部分は hengke と同源であると考えられるが、[duɑili] 

の部分の由来は同音の [duɑili]「青蛙」である可能性がある。 
37 原文ではアルチュカ語の [ɡɑrmɑn]「木柵」は満洲語文語の faisha に対応すると主張しているが、意味的

な対応であると考えられる。関雲路(私信)は満洲語文語 karman「保護」と語源的に関係している可能性が

あると指摘している。 
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karmani「神符」 ɡɑlmənei (85: 14) 

karula-「報いる」karulara kʻɑrurɑʐï (86a: 14) 

kata-「乾いて硬くなる」 

  kataha + nimaha「魚」 

 

[kʻɑtʻɑ iməhə] 魚干 (87: 9) 

  kataha + yali「肉」 [kʻətʻɑŋ jəli] 肉干 (87: 9) 

katun「強壮」 [kʻɑtʻɑŋ] (87: 9) [kʻɑtʻən] (87: 14) 

kerkeri「あばた」 kʻəkʻəli (85: 15) 

kice-「努める」kiceme kʻiʧəm (86a: 13) 

kimcin「詳察」 [kʻimʧʻi] (88b: 24) 

kokolimbi「服を剥ぎ取る」 [kʻɔkʻulimei] (88b: 14) 

kordon「氷/雪滑りに巧みな人」 [kʻulduŋ] (88b: 13) 

koro「恨み」 kʻuɔrɔ (86a: 16) 

kundule-「敬う」kunduleme kʻɔntiləm (86a: 11) 

kūbuli-「変る」kūbulika [kʻuəbəlihə] (88b: 5-6) 

kūbuli-「変る」kūbulimbi [kʻubilimei] (88b: 13) 

kūthūbume nimembi「きりきりと

痛む」 

kʻɔtʻɔ’ɔpɔm ninbi (86a: 13) 

kūthūmbi「掻き混ぜる」 [kʻɔtʻhuəmei] (88b: 15) 

labdu「多い」 lɔtɔ (86a: 14) 

lakiya-「吊るす」lakiya nɑkʻijɑ (85: 14) 

lakiyakū hacuhan「吊り鍋」 [lɑkʻiɑ hɑnʧʻu] (87: 10) 

lala + bira lɔləmi 爛泥河 (85: 6) loləmi 粘泥河 (85: 10, 11)38 

lalanji「ぐにゃぐにゃ」 lolədi 粘泥地 (85: 10, 11) lɑlinʧʻiŋ 粘泥地 (85: 11) 

lali「爽快」 lɑlin (85: 14) 

lasihimbi「振り回す」 [lɑʃïhimei] (87: 7) 

laya- + alin ləjeliŋ 老爺岭 (85: 6) lojeliŋ 老爺岭、蔫山 (85: 9)39 

lefu「熊」 [ləvə] (87: 7) 

leke「砥石」+ wehe「石」 [ləwəhə] 磨石 (87: 24) 

lengseki「豚肥えで動作が鈍い」 [ləŋsïkʻ] (88b: 24) 

loho「腰刀」 [lɔkʻuɔ] (87: 9) 

lorin「騾馬」 [lɔʦɑ] (87: 22)40 

 
38 原文ではアルチュカ語の lɔləmi「爛泥河」と loləmi「粘泥河」(地名、「泥道」の意)は満洲語文語の lala bira

に対応すると主張している。lala は「稷飯」などの意味を表すが、lalanji は「ぐにゃぐにゃ」などの意味を

表すため、意味的に関連性があると考えられる。 
39 原文ではアルチュカ語の ləjeliŋ, lojeliŋ「老爺岭」(地名)は満洲語文語の layan alin に対応すると主張して

いるが、layan という語形は羽田(1937)や福田(2008)などの満洲語文語辞典には見られない。原文では該当地

名の意味は「蔫山」(萎れた+山)であることに言及しているため、ləjeliŋ, lojeliŋ の前の部分は満洲語文語の

動詞 laya-「萎れる」に由来していると考えられる。 
40 原文ではアルチュカ語の [lɔʦɑ]「騾馬」は満洲語文語の lorin に対応すると主張しているが、満洲語文語

の lorin は中国語の「騾」と満洲語文語の morin「馬」の rinから形成された語であり(季永海 1985: 25)、[lɔʦɑ] 
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luse「こんろ」 [luʦə] 香炉 (87: 22)41 

mafa「祖父；祖先」 mɑfɑ (85: 9) 

mafa「祖父；祖先」+派生接辞? [mɑfukʻu] 熊神 (87: 18)42 

mahū「顔から肩にかけて被いか

ける皮製の被い物」 

[mɑɡuɔ] (87: 10) 

maise「小麦」 [mɑiʦə] (87: 22) 

majige「少々、少し」 mɑtikə (86a: 12) 

malu「酒瓶」 mɑlu 長脖子瓶 (85: 7) (dʒiɑnʧʻɑŋ mɑlu小瓶) (85: 7) 

mama「祖母」 mɑmɑ (wɑili mɑmɑ 子孫媽媽) (85: 8) 

mampin「結び目」 mufi 結疙瘩 (85: 12) 

mangga「難しい；硬い；得意」 mɑŋɑ 能人 (86a: 10) [məŋɡə] 能耐、硬 (87: 7) 

mangga moo「くぬぎ」 [məŋɡə mɔɔ] 柞樹 (87: 10) 

manju niyalma「満洲人」 mɑndʒinə 満洲人 (85: 7) 

mari「回」 məri (86a: 5, 6) pəri (86a: 5, 6) əri (86a: 5, 6) 

megu「菌の一種」 [məɡu] ([finijeɡe məɡu] 猴頭磨菇) (87: 24) 

meiherembi「担ぐ」 [mihəlimei] (87: 7) 

mejige「消息」 [mədiɡə] (87: 12) 

meni「私たちの(除外的)」 məni (86a: 11) 

meni meni / meimeni「めいめい」 mɔni mɔni (86a: 13) [məiməni], [mɑiməni] (88b: 3) 

mere-su [mərəsu] 蕎麦皮 (87: 9)43 

mimbe「私を」 mimə (86a: 10) 

minde「私に」 mintə (86a: 10) minə (86a: 11) min’nə (86a: 13) 

minggaci「千番目」 基 miŋkɑtʻi 固 miŋɑtʻi 非固 mi’ɑtʻi (86a: 5) 

minggan「千」 基 miŋɑn 固 miŋɑ 非固 mi’ɑ (86a: 3) 

minggan「千」+「個」を表す要素 基 miŋɑnkə 固 miŋɑkə 非固 miɑ’ə (86a: 7) 

minggan juwe tanggū juwan「千二

百十」 

基 miŋɑn ʧuə tʻɑŋu ʧuɑn 固 miŋɑ ʧuə tʻɑŋu ʧuɑ 非固

miŋ ʧuə tʻɑŋ ʧuɑ (86a: 4) 

minggan「千」+ mari「回」 基 miŋkɑməri 固 miŋɑməri 非固 miɑməri (86a: 6) 

minggan「千」+ niyalma / nofi「人」 基 miŋkɑnəmə 固miŋɑnəpʻi 非固 miŋɑnə (86a: 8) 

 
は中国語の「騾子」から来ていると考えられる。 
41 原文ではアルチュカ語の [luʦə]「香炉」は満洲語文語の dabukū に対応すると主張しているが、[luʦə] は

中国語の「炉子」から来ていると考えられる。満洲語文語にも中国語からの借用語 luse がある(福田 2008: 

584)。但し、中国語の「炉子」と満洲語文語の luseは「こんろ」の意味である。 
42 この語は満洲語文語の mafa に何らかの要素が付いた形式である可能性がある。満洲語文語の mafa は普

通「祖父；祖先」の意味であるが、「神」を表す場合もある(例えば banda mafa「狩猟の神」)。また、ウデヘ

語の mafaは「年取った男」の意味もある(Nikolaeva and Tolskaya 2001: 47)が、北部方言では「熊」の意味も

ある(Nikolaeva and Tolskaya 2001: 9)。Оненко (1980: 258)によると、ナーナイ語の мапа も、「老人；祖父」と

「熊」の意味がある。 
43 原文ではアルチュカ語の [mərəsu]「蕎麦の皮」は満洲語文語の šuhuri に対応すると主張しているが、意

味的対応であると考えられる。[mərəsu] は mere「蕎麦」に派生接辞がついた形式である可能性がある。 
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mini「私の」 mini (85: 9; 86a: 15) min (85: 10) mn’ni (86a: 13) min’ni 

(86a: 16) 

miosirilambi「口元を押えて笑う」 [miɔʃï(r)ləmei] (88b: 24) 

miyamigan「女の頭部の飾り物」 [miɔmkʻə] (87: 9) 

mociko「斜め、いびつ」 [məʧïkʻə] (88b: 13) 

monggo boo「蒙古天幕」 [mɔŋɡu bɔɔ] (87: 8) 

moo「木」 mɔ (85: 6) [mɔɔ] (87: 9, 10, 13, 18; 88b: 9) 

morin「馬」 məli, moliŋ (85: 6) mori, morin (85: 14) [mɔriŋ] (87: 22) 

moselakū「ひき臼」 [məsələkʻu] (88b: 13) 

mucen「鍋」 muʧʻin 中鍋 (85: 7) [muʧʻin] 鍋 (87: 9) 

mudan「音調；回；曲がり」 munɑ 次 (86a: 15) 

muhan「雄の虎」 mɔxɑ (85: 15) 

mujilen「心」 mudilə (86a: 12) mutilən (86a: 15, 16) 

mukden「興隆；盛京」 pəkʻtə 盛京 (86a: 18) 

muke「水」 muxɔ (85: 6, 12) muwə (86a: 14) [mukʻə] (87: 18) 

mukšan「棍棒」 mukʐə 焼火棍 (85: 8) mukʧʻɑ 棍子 (85: 8) 

mulan「腰掛け」 [muləŋ] (87: 9) 

munggan「墳墓；丘陵」 [mɔŋɡu] 墳丘子 (87: 18)44 

muse「私たち(包括的)」 muʦ (86a: 10, 15) 

mutu-「成長する」mutuci mutʻutʻi (86a: 16) 

mutu-「成長する」mutuha  mɔt (86a: 15) 

na「地」 nɑ 地 (85: 6) [nɑ] ([nɑ bəi] 本地人) (87: 17) 

nadaci「7番目」 基 nɑtɑntʻi 固 nɑnɑtʻi 非固 nɑntʻi (86a: 5) 

nadan「7」 基 nɑtɑn 固 nɑnɑ 非固 nɑ (86a: 3) 

基 nɑtɑn 固 nɑdɑn 非固 nɑnɑ (86a: 9) 

nadan「7」+「個」を表す要素 基 nɑtɑŋkə 固 nɑtɑkə 非固 nɑnɑ’ə (86a: 7) 

nadan「7」+ mari「回」 基 nɑtɑməri 固 nɑnɑməri 非固 nɑŋməri (86a: 6) 

nadan「7」+ niyalma / nofi「人」 基 nɑtɑ nɔmə 固 nɑtɑnɔpʻi 非固 nɑnɑnɔ (86a: 8) 

nadanju「70」 基 nɑtɑnʧu 固 nɑnɑʧu 非固 nɑnʧu (86a: 3) 

nadanju「70」+「個」を表す要素 基 nɑtɑnʧukə 固 nɑtɑʧuke 非固 nɑnɑʧu’ə (86a: 7) 

nadanju「70」+ mari「回」 基 nɑdɑnʧuməri 固 nɑnɑʧuməri 非固 nɑndʒuməri 

(86a: 6) 

nadanju ninggun「76」 基 nɑtɑnʧu niɔkɔ 固 nɑnɑʧu niɔ’ɔ 非固 nɑnʧu niɔ (86a: 

4) 

nadanju「70」+ niyalma / nofi「人」 基 nɑtɑʧunəmə 固 nɑnɑʧunəpʻi 非固 nɑʧunə (86a: 8) 

 
44 原文ではアルチュカ語の [mɔŋɡu] は満洲語文語の eifu に対応すると主張しているが、意味的な対応であ

ると考えられる。満洲語文語の munggan との語源的関連性は筆者の推測である。 
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nadanjuci「70番目」 基 nɑdɑnʧutʻi 固 nɑtɑʧutʻi 非固 nɑnɑʧutʻi (86a: 5) 

nahan「オンドル」 [nɑhə] (87: 8) 

naka-「やめる」naka nɑɡɑ (86a: 15) 

nakcu「母の兄弟」 nɑ‘uʧʻu (85: 8) 

narhūn「細い；秘密の」 nɑr’un 機密 (86a: 10) 

necihiyembi「平らかにする」 [nəʧʻiəmei] (88b: 22) 

neci-「侵犯する」necirakū nətʻirɑ’ɔ (86a: 12) 

nekeliyen「薄い」 nə’əlijən (86a: 13) 

neku「女同士の友達」 nəkʻu朋友 (86a: 13) [nəkʻu] 朋友 (87: 11)45 

nergi「利口」 [nərɡi] 聡慧 (88b: 21) 

nergin「機会、丁度の時」 [nərɡin] 臨時 (88b: 21) 

nerkimbi「広げる」 [nərkʻin’mei] (88b: 20) 

nesuken「温良」 nəsïɡə (85: 10) 

ni「疑問や感動を表す終助詞」 ni (86a: 15) 

nicuhe「真珠」 indʒukʻə (85: 12) [inʧukʻə] (87: 11) 

nikan niyalma「漢人」 nijɑkənə (85: 7) 

nimaha「魚」 [iməhə] ([kʻɑtʻɑ iməhə] 魚干) (87: 9) [imɑhɑ] (87: 13) 

nimalan「桑」 imɑlɑ 桑樹 (85: 15) 

niman「やぎ」 imɑn (85: 15) 

nimanggi「雪」 imɑŋi (85: 6, 15) niməŋ (85: 9) 

nimecuke「酷い」 imʃïxɑ 厲害 (85: 11) 

nimeku「病気」 niŋkʻu (86a: 13) 

nimembi「病む；痛む」 ninbi 痛 (86a: 13) ninpi 疼 (86a: 14) 

ninggu「上」 jiŋku (86a: 14) 

ningguci「6番目」 基 niɔkɔtʻi 固 niɔ’utʻi (86a: 5) 

ninggun「6」 基 niŋkɔ 固 niɔkɔ 非固 nïɔ (86a: 3) 

ninggun「6」+「個」を表す要素 基 ninkukə 固 niuku’ə 非固 niu’u’ə (86a: 7) 

ninggun「6」+ mari「回」 基 niŋkunməri 固 nikuməri 非固 niŋəri (86a: 6) 

ninggun「6」+ niyalma / nofi「人」 基 niɔxɔnɔmə 固 niɔ’ɔnɔpʻi 非固 niɔ’ɔnɔ (86a: 8) 

ninju「60」 基 niŋʧu 固 jiŋʧu 六十 (86a: 3) 

ninju「60」+「個」を表す要素 基 niŋʧukə 固 jiŋʧukə 非固 inʧu’ə (86a: 7) 

ninju「60」+ mari「回」 基 ninʧuməri 固 jiŋʧuməri 非固 inʧuməri (86a: 6) 

ninju「60」+ niyalma / nofi「人」 基 niŋʧunəmə 固 jinʧunəpʻi 非固 inʧunə (86a: 8) 

 
45 原文ではアルチュカ語の [nəkʻu], nəkʻu は満洲語文語の gucu に対応すると主張しているが、意味的な対

応であると考えられる。満洲語文語の neku「女同士の友達」との語源的関連性は筆者の推測である。なお、

池上(1999a[1994]: 230)は満洲語文語の nehū〜nehu「使婢」は満洲語文語の neku「女同士の友達」やエウェ

ンキー語の nəkun「妹」との語源的関連性を提起している。エウェンキー語の nəkun「妹」のツングース諸

語における同源語は Цинциус и др. (1975: 617-618)を参照されたい。 
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ninju sunja「65」 基 niŋʧu sunʧiɑ 固 niŋʧu suʧï 非固 jŋʧu sutʻï (86a: 4) 

ninjuci「60番目」 基 niŋʧutʻi 固 jiŋʧutʻi (86a: 5) 

niohe「狼」 [niɔɡɔ] 狼 (87: 13) 

niolhun「正月の 16日」 基 niulxu 固 niuxu 非固 niu’u 十六 (86a: 3) 

niolhun「正月の 16日」+「個」を

表す要素 

基 niulxukə 固 niuxukə 非固 niu’ukə 十六个 (86a: 7) 

niolhun「正月の 16日」+ -ci「番

目」 

基 niulxutʻi 固 niuxutʻi 非固 niu’utʻi 第十六 (86a: 5) 

niolhun「正月の 16日」+ mari「回」 基 niulxuməri 固 niuxuməri 非固 niuməri 十六次 

(86a: 6) 

niolhun「正月の 16日」+ niyalma 

/ nofi「人」 

基 niulxunəmə 固 niuxunɔpʻi 非固 niuxunɔ 十六 (86a: 

8) 

niowanggiyan「緑」 nonɡiɑŋ (85: 7) 

nisiha「小魚」 iʃïxɑ (85: 12) iʃxɑ (85: 15) [iʃïhɑ] (87: 13) 

niyakūra-「跪く」niyakūra [miɑkʻurɑ] (87: 12) 

niyalma / nofi「人」 nəmə (85: 7, 9; 86a: 7, 8, 10, 11, 14, 15, 16; 88b: 10) nə (85: 

7, 9, 13; 86a: 7, 8, 12, 13) nɔmə (86a: 7, 8) nɔpʻi (86a: 7, 8) 

nɔ (86a: 7, 8) nəpʻi (86a: 8) nɔme (86a: 8) [nɔmə] (87: 13) 

[nəɔmə] (87: 17) 

niyaman「心臓；中心；親類；親」 neimɑn 心 (86a: 13) [nijɑhɑn] 心 (87: 13) 

niyehe「鴨」 [jəhə] (87: 11) 

niyehe tungge「野菜の名」 [ituŋ‘ə] 車軲轆菜 (87: 17) 

niyerengge「薄着のもの」 [niərəŋ] 単薄的 (88b: 23) 

niyo i ba「湿って水草の生えた地

所」 

[niɔi bɑ] 水甸子 (87: 8) 

*niyuhun「18」 基 niɔkɔn 固 niɔ’ɔn 非固 niɔn 十八 (86a: 3)  

基niɔɡɔ 固niɔɡɔ 非固niɔ′ɔ (基niɔɡɔ tiɔkɔ 固 niɔɡɔ tiɔxɔ 

非固 niɔ′ɔ tiɔxɔ 十八支鶏) (86a: 9) 

*niyuhun「18」+「個」を表す要素 基 niɔkɔŋkə 固 niɔ’ɔŋkə 非固 niɔŋə 十八个 (86a: 7) 

*niyuhun「18」+ -ci「番目」 基 niɔkɔtʻi 固 niɔ’ɔtʻi 非固 niɔtʻi 第十八 (86a: 5) 

*niyuhun「18」+ mari「回」 基 niɔkɔməri 固 niɔ’ɔməri 非固 niɔməri 十八次 (86a: 

6) 

*niyuhun「18」+ niyalma / nofi「人」 基 niɔkɔnɔmə 固 niɔ’ɔnɔpʻi 非固 niɔ’ɔnɔ 十八人 (86a: 

8) 

nonggi-「加える」nonggime nɔŋim (86a: 11) 

nure「粟・黍等を原料として醸造

した酒」 

nul (85: 9) 

o「疑問を表す終助詞」 ɔ (86a: 14) kɔ (86a: 16) 
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o-「なる」oci ɔtʻi (86a: 17) 

o-「なる」ofi  ɔpʻi (86a: 17) 

o-「なる」ojorahū ɔtʻirɑ’ɔ (86a: 12) ɔʧirɑ’xɔ (86a: 16) 

o-「なる」ojorakū kɔʧirɑ’ɔ (86a: 12) ɔʧirɑ’ɔ (86a: 13, 15, 16, 17) 

o-「なる」ombi ɔmei (86a: 13) kɔmei (86a: 15) 

oforo「鼻」 [ɔfəilɔ] (88b: 12) 

oilori「偶然；表面に」 [ɑilɑli] 表面上 (88b: 8) 

okson「歩み、一歩」 əkʻʃïn (85: 10) [ɔkʦʻɔn] (87: 7) 

okto「薬」 ɔtʻɔ (86a: 13) 

olo「麻」 unloŋ 麻 (85: 7) 

olongdo「股まである長靴」 [ɔŋdə] 翁得鞋 (87: 7) 

omi-「飲む」omici kɔmiʧi (86a: 13) 

omi-「飲む」omiki? okijɑ 喝 (85: 7) 

omihon「飢えた」 umiŋ (85: 7) 

omšon「11 月の 11」 基 ənsɔ 固 ɔnsɔ 非固 ɔnsï 十一 (86a: 3) 

omšon「11月の 11」+「個」を表

す要素 

基 ɔmsukə 固 ɔnsukə 非固 ɔnskə 十一个 (86a: 7) 

omšon「11 月の 11」+ -ci「番目」 基 ɔnsɔtʻi 固 ɔnsïtʻi 非固 ɔnstʻi 第十一 (86a: 5) 

omšon「11 月の 11」+ mari「回」 基 ɔnsɔməri 固 ɔnsɔŋəri 非固 ɔnsɔ’əri 十一次 (86a: 6) 

omšon「11月の 11」+ niyalma / nofi

「人」 

基 ɔnsɔnɔmə 固 əɔnsɔnɔpʻi 非固 kɔnsɔnə 十一人 (86a: 

8) 

onco「広い」 unʧʻu (85: 11) 

onggošon「鮒の一種」 uŋɡuʐə (85: 11) 

*oniyohon「19」 基 kuniku 固 kuni’u 非固 uniu 十九 (86a: 3) 

*oniyohon「19」+「個」を表す要

素 

基 kuniukə 固 uniukə 非固 uniuə 十九个 (86a: 7) 

*oniyohon「19」+ -ci「番目」 基 kunikutʻi 固 kuniutʻi 非固 uniutʻi 第十九 (86a: 5) 

*oniyohon「19」+ mari「回」 基kunikuməri 固kuniu’əri 非固uniu’əri 十九次 (86a: 

6) 

*oniyohon「19」+ niyalma / nofi「人」 基 kunikunɔmə 固 unikunɔpʻi 非固 uni’unə 十九人 

(86a: 8) 

orho「草」 olo (85: 7, 9) [ɔlɔhɔ] 草 (87: 9) 

orici「20番目」 基 ɔnitʻi 固 ɔritʻi 非固 ɔrtʻi (86a: 5) 

orin「20」 基 ɔrin 固 ɔri (86a: 3) 

orin「20」+「個」を表す要素 基 ɔrinkə 固 ɔrikə 非固 ɔri’ə (86a: 7) 

orin emu「21」 基 ɔri əm 固 ɔri ɔm (86a: 4) 

orin「20」+ mari「回」 基 ɔrinməri 固 ɔriməri (86a: 6) 

orin「20」+ niyalma / nofi「人」 基 ɔrinnɔmə 固 kɔrinɔpʻi 非固 ɔrinɔ (86a: 8) 
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oron「位置；空いた職；魄」 urəŋ 魂魄 (85: 10) 

osohon「小さい」 ɔsɔ (86a: 13)46 

oton「木のくりぬき盆」 [ɔtʻuŋ] 槽子 (87: 7) 

oyo-「曲げる；急ぐ」oyokobi「大

抵完成に近い」 

[ɑjəkʻəbi] 馬上就完、這就完 (88b: 13) 

oyombu-「急ぐ」oyomburakū「遅

緩している」 

[ɡɔjunbulɑkʻu] 没要緊、没什么要緊 (88b: 18) 

pongcun「太短い」 bəŋʧʻin (85: 12) 

sabka「箸」 sɑ‘uxɑ (85: 11) 

sabu「靴」 sɑwə (85: 12) 

sabu-「見る、見える」sabufi sɑ’ɔpʻi (86a: 11) 

sahaliyan「黒い」 sɑxəniŋ (85: 7) sɑxənijɑŋ (85: 13) 

saihūwa「いばら」+ 派生接辞 [sɑkʻəli] 荊条子 (87: 17) 

saikan「美しい」 ʦʻɑixən (85: 15) 

saimbi「噛む」 [ʦʻɑimei] (87: 9) 

saimengge「嚼みきれない」 [ʦʻɑmu’ə] (87: 9) 

sain「良い」 ʦʻɑn (85: 15; 86a: 14) [ʦʻɑn] (87: 9) [ʦʻɑi] ([ʧɑŋkʻə ʦʻɑi] 

恰好) (87: 10) 

saksu「竹や柳枝等で編んだ籠」 [sukʻsu] 柳条囤子 (87: 10) 

saman「薩満(シャーマン)」 ʦʻɑmɑn (85: 15) ʦʻɑmɑ (86a: 11, 15) [ʦʻɑmɑn] (87: 9) 

sampa「えび」+ -ri「派生接辞」 [ʦʻɑpuli] 水剌蛄 (87: 18)47 

sanca「木耳」 [ɕinʧʻï] (87: 17) 

saniyambi「伸びる」 [səninmei] (87: 7) 

sara「傘」 [ʦʻɑrɑ] (87: 23) 

sargan「妻」 sɑrxɑn (85: 12) ʦʻɑkɑn (86a: 15) ʦʻɑkɑ (86a: 15, 16) 

sargan jui「女の子」 ʦʻɑɡɑ dʒi (85: 9) ʦʻɑkʧʒi (86a: 16) ʦʻɑkɑʧi (86a: 17) 

sebjen「楽しみ、悦び」 [ʦʻəvʧən] (87: 11) 

secimbi「溝を開く」 [ɕiʧʻin’mei] (88b: 20) 

sejen「車」 sədʒi (85: 7) 

seke「貂；貂の皮」 [səkʻə] 貂 (87: 7) 

se-「と言う」sembi ts′əmei (86a: 11) ʦʻəmei (86a: 12, 16) 

se-「と言う」seme ʦʻə (85: 9) ts′ï (86a: 10) ʦʻəm (86a: 13, 16) ʦʻe (86a: 14) 

se-「と言う」sere ʦə (85: 10) 

 
46 原文ではアルチュカ語の ɔsɔ は満洲語文語の ajige に対応すると主張している。満洲語文語 osohon との

語源的関連性は筆者の推測である。ただし、ɔsɔには hon に当たる要素がない。 
47 穆曄駿(1987: 18)によると、アルチュカ語の [ʦʻɑpuli] はバラ語の同じ意味の [ʦʻɑnpili] に対応する。ま

た、穆曄駿(1987: 18-19)によると、バラ語の [ʦʻɑnpili] の [ʦʻɑnpi] の部分は満洲語文語の sampa と同源で

あり、[li] の部分は満洲語の派生接辞 -ri と同源であると主張している。 
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semken「腕輪」 [suŋkʻə] (87: 9) [sɔŋkʻuə] (88b: 11) 

sence「菌の一種」 [ɕinɡi] 蘑菇 (87: 17) [sənʧʻə] ([sujɑn sənʧʻə] 元蘑) (87: 

24) ([ʃïʃï sənʧʻə] 榛蘑) (87: 24) 

senceri [ʦʻəʧʻəli] 樹畸子 (87: 24)48 

sengkiri (sengkiri hiyan「芸香」) [ʃəŋkəli] 安春香 (87: 13)49 

si「君、あなた、お前」 si (85: 13) ɕi (86a: 10, 12, 14, 15) 

sibe niyalma「シベ人」 sinbinə (85: 9) 

sijirhūn「まっすぐ；率直」 ɕiʧir’ɔn (86a: 10) 

sike「小便」 [ʃïkʻə], [ɕikʻə] (87: 9) 

sikse「昨日」 ɕikʻʦɑ (86a: 15) 

silenggi「露；唾」 ɕimɑŋi 露 (85: 6)50 

silhingga「妬み深い」 ɕilɕiŋɑ (86a: 12) ɕilxiŋɑ (86a: 16) 

silun「獣の名」 [ʃïlu] 猞猁 (87: 10) [ʃïlən] 猞猁狲 (88b: 8) 

simbe「君を」 ɕinmə (86a: 13) ɕinpə (86a: 14, 15) 

sim(hu)-ku [ʃumkʻə] 指環 (87: 13)51 

simtu「大きな鉄製の鍋」 ʃəmu 鍋 (85: 7) [ʃəmu] 大鍋 (87: 18) 

sinda-「置く」sinda ɕintɑ (86a: 9) 

sinde「君に」 ɕintə (86a: 12) 

singgeri「鼠」 ɕiŋkʻei (86a: 11) 

sini「君の」 ɕini (86a: 11, 13, 15, 16) ɕin (86a: 13) ɕin’ni (86a: 16) 

sishe「褥」 [ʃəshə] (87: 12) 

sisi「榛の実」 siʃï (85: 10) [ʃïʃï] (87: 12) 

sisi sence「榛茸」 [ʃïʃï sənʧʻə] (87: 24) 

siyan šeng「先生」 ɕiɑn ʃəŋ 先生 (86a: 11) 

solho niyalma「朝鮮人」 soɡunə 朝鮮人 (85: 7) 高麗人 (85: 9) 

suihe「穂」 [suiʧï] (87: 22)52 

sunggada「川魚の名」+ calgin「河

岸の緩い勾配」+ bira「川」 

suŋɑʧʻɑmi 白魚流子河 (85: 7) 

 
48 原文ではアルチュカ語の [ʦʻəʧʻəli] は満洲語文語の senceri に対応すると主張しているが、senceri は羽田

(1937)や福田(2008)などの満洲語文語辞典には見られない。 
49 原文ではアルチュカ語の [ʃəŋkəli]「安春香」は満洲語文語の ancun hiyan に対応すると主張しているが、

意味的対応であると考えられる。廖子豪(私信)は [ʃəŋkəli] は満洲語文語の sengkiri hiyan「芸香」の sengkiri

の同源語である可能性があると指摘している。 
50 原文ではアルチュカ語の ɕimɑŋi「露」は満洲語文語の silenggi「露；唾」に対応すると主張しているが、

2 音節目に顕著な違いが見られる。アルチュカ語の imɑŋi「雪」などの類推によるか。 
51 原文ではアルチュカ語の [ʃumkʻə]「指輪」は満洲語文語の guifun に対応すると主張しているが、意味的

対応であると考えられる。[ʃumkʻə] は simhun「指」に派生接辞がつく形式である可能性がある。この接辞

は、[ʃɑnkʻə]「下げ飾りのついた耳飾り」にも見られる。 
52 満洲語文語の suihe の sui の部分は中国語の「穂」から来ており、-heは満洲語の固有の接辞である(Schmidt 

1933: 393)。一方、アルチュカ語の [suiʧï] は中国語の「穂子」からの借用語であると考えられ、-heに当た

る要素はない。 
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sunggina「野葱」53 [uŋɡinɑ] 野葱 (87: 9) 

sunja「5」 基 sunʧiɑ 固 suʧi 非固 sïʧi (86a: 3) 

sunja「5」+「個」を表す要素 基 sunʧiɑkə 固 suʧiɑkə 非固 suʧiɑ’ə (86a: 7) 

sunja「5」+ mari「回」 基 sunʧiɑməri 固 suʧiɑməri 非固 sunʧiɑ’əri (86a: 6) 

sunja「5」+ niyalma / nofi「人」 基 sunʧiɑnɔme 固 sunʧiɑnɔpʻi 非固 sunʧiɑnɔ (86a: 8) 

sunjaci「5番目」 基 sunʧiɑtʻi 固 suʧiɑtʻi 非固 suʧitʻi (86a: 5) 

susai「50」 基 ʦʻuʦʻei 固 ʦʻuʦʻï 非固 ʦʻïʦʻï (86a: 3) 

susai「50」+「個」を表す要素 基 ʦʻuʦʻɑikə 固 ʦʻuʦʻekə 非固 ʦʻuskə (86a: 7) 

susai duin「54」 基 ʦʻuʦʻei tui 固 ʦʻuʦʻï ti 非固 ʦʻus ti (86a: 4) 

susai「50」+ mari「回」 基 ʦ’uʦ’eiməri 固 ʦ’uʦ’eməri 非固 ʦ’usməri (86a: 6) 

susai「50」+ niyalma / nofi「人」 基 ʦʻuʦʻeinəmə 固 ʦʻuʦʻeinəpʻi 非固 ʦʻusnə (86a: 8) 

susaici「50番目」 基 ʦʻuʦʻɑtʻi 固 ʧuʦʻeitʻi 非固 ʦʻuʦitʻi (86a: 5) 

susu「原籍地」 sus (86a: 13) 

suwanda「にんにく」 suɑndə 蒜 (85: 11) [nikʻsuɑn] 蒜 (87: 22) 

suwayan「黄色い」 suwən 黄 (85: 7) 

suwayan「黄色い」+ sence「菌の

一種」 

[sujɑn sənʧʻə] 元蘑 (87: 24)54 

suyen「あく汁」 [səjən] (88b: 8) 

šahūrun「寒い」 [ʃɑ’urun] (87: 10) 

šakšaha「ほお」 [ʃɑkʻʃɑ] (88b: 23) 

šakšan「ずるい」 [ʃɑkʻʃɑn] (88b: 23) 

šanggiyan / šanyan「白い」 ʃɑn 白 (85: 7) 

šanggiyan「煙」 [ʃɑŋiɑn] 煙 (87: 6) 

šan-kū [ʃɑnkʻə] 耳墜子 (87: 13)55 

šatan「白砂糖」 ʐɑtə 白糖 (85: 11) 

šeri「泉」 ʃəri (85: 14) 

šobin「中国の焼餅」 [ʃɔbiŋ] 餅 (87: 22) 

šongkon「海青(鳥の名)」 [ʃəŋkʻuɔ] (88a: 25) 

 
53 原文ではアルチュカ語の [uŋɡinɑ]「野葱」は満洲語文語の songgina に対応すると主張しているが、Sulfa 

(私信)によると、sunggina の誤植である。なお、満洲語文語の songgina という綴りの見出し語は『新満漢大

詞典』第 1 版(胡增益 1994: 687)にはあるが、第 2 版(胡增益 2020: 1090)にはない。 
54 原文ではアルチュカ語の [sujɑn sənʧʻə]「元蘑」は満洲語文語の sara senceに対応すると主張しているが、

sara sence は羽田(1937)や福田(2008)などの満洲語文語辞典には見られない。また、[sujɑn] と saraは同源語

とは考えにくい。「元蘑」というものは「黄蘑」とも呼ばれる(宮吉・川上 1940: 1098)。そして、[sujɑn] は

満洲語文語の suwayan「黄色い」に発音が近い(シベ語の同源語 /suyaN/「黄色い」に更に近い)。そのため、

[sujɑn] は満洲語文語の suwayan の同源語である可能性がある。なお、アルチュカ語の「黄色い」は suwən

という形式の記録もある(穆曄駿 1985: 7)。 
55 原文ではアルチュカ語の [ʃɑnkʻə]「下げ飾りのついた耳飾り」は満洲語文語の ancun に対応すると主張

しているが、意味的対応であると考えられる。[ʃɑnkʻə] は šan「耳」に派生接辞 -keがつく形式である可能

性がある。 
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šoyombi「縮まる」 [ʃïjimə] (88b: 24) 

šun「太陽」 [ʃun] (87: 6) 

tacin「学問；風習」 [tʻɑtʻin] 学 (87: 13) 

taktu「楼、高楼、楼閣」 [tʻɑŋtʻu] 倉楼子 (87: 10) 

takū「川魚の名」 [tʻɑkʻu], [tʻɑhu] 胖頭魚 (88b: 5) 

takūlu「暫く待て」 [tʻɑkʻulu] (88b: 15) 

talka-「魚を半熟に焼く」 [tʻɑlhɑ] 炭火烤熟的獣、魚肉 (87: 18)56 

talkiyan「電光、稲妻」 tɑmən 電 (85: 6) 

talman「霧」 tʻɑmɑŋi (85: 6) 

tampin「壺」 [tʻɑmin] (87: 22) 

tanggū「百」 基 tʻɑŋku 固 tʻɑŋ’u 非固 tʻɑ’u (86a: 3) 

tanggū「百」+「個」を表す要素 基 tʻɑŋkukə 固 tʻɑŋukə 非固 tʻɑŋu’ə (86a: 7) 

tanggū「百」+ mari「回」 基 tʻɑŋkuməri 固 tɑŋ’uməri 非固 tʻɑŋməri (86a: 6) 

tanggū「百」+ niyalma / nofi「人」 基 tʻɑnkunəmə 固 tɑŋkunɔpʻi 非固 tʻɑŋunɔ (86a: 8) 

tanggū uyun「百九」 基 tʻɑŋku ujen 固 tʻɑŋu uje 非固 tʻɑŋ uje (86a: 4) 

tanggūci「百番目」 基 tʻɑŋkutʻi 固 tɑŋutʻi 非固 tɑ’utʻti (86a: 5) 

tarbahi「川獺；川獺の皮」 [tʻɑrbihi] 獺子皮 (88b: 19) 

targikū umiyaha「刺虫」 tʻɑrki’ɔmijɑkɑ 楊辣子虫 (86a: 14) 

tari-「植える」tarici tɑirtʻi (86a: 13) 

tasha「虎」 tʻɑz (86a: 12) [tʻɑʦɑ] (87: 7) 

te「今、現在」 tʻə (86a: 16) 

te-「座る；乗る」tefi tʻəfi (86a: 14) 

te-「座る；乗る」tembi tʻəimei (85: 7) 

teni「たった今」 tʻən (86a: 14) 

teodenjembi「互いに移し換える」 [tʻəɔdəʧəmei], [tʻɑɔdəʧəmei] 挪移 (88b: 2-3) 

tere「それ；その；彼、彼女」 tʻə (85: 13) tʻrə (86a: 13) tʻər (86a: 14, 15) tʻərə (86a: 14) 

terge-mbi [tʻəɡəmei] 赶馬車 (87: 7)57 

tese「彼ら」 tʻɑʦ (86a: 13) 

tesu ba「原住地」 tʻəsu pɑ (86a: 13) 

tob seme「正に」 to ʦʻə (85: 9) 

 
56 原文ではアルチュカ語の [tʻɑlhɑ] は満洲語文語の talha に対応すると主張しているが、talhaは羽田(1937)

や福田(2008)などの満洲語文語辞典には見られない。一方、胡增益(2020: 1131)は満洲語文語の talkambi「魚

焼到半生不熟(喫)」を収録している。talka- は形式も意味も [tʻɑlhɑ] と類似性を示しているが、語源的に関

連しているかは再考する必要がある。なお、Sulfa (私信)が指摘しているように、満洲語文語の talkambi の

綴りは、『御製清文鑑』(康熙 47 年序)と『御製満珠蒙古漢字三合切音清文鑑』(乾隆 45 年序)では talkambi、

『御製増訂清文鑑』(乾隆 36年序)と『五体清文鑑』(乾隆 50 年代)では talgambi となっている。 
57 原文ではアルチュカ語の [tʻəɡəmei] は満洲語文語の tergembi に対応すると主張しているが、tergembi は

羽田(1937)や福田(2008)などの満洲語文語辞典には見られない。但し、tergeci「車夫」という語形があり、語

基 terge- に派生接辞 -ci がついた形式であると考えられる。また、Hauer (2007: 470)はモンゴル語から満洲

語に入った借用語 terge「荷車、車」を収録している。 
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tobgiya「膝」 [tʻəujiɑ] (87: 17) 

tofohoci「15番目」 基 tʻɔwxɔtʻi 固 tʻɔ’ɔxɔtʻi 非固 tʻɔxɔtʻi (86a: 5) 

tofohon「15」 基 tʻɔfxɔ 固 tʻɔ’xɔ 非固 tʻɔ’ɔ (86a: 3) 

tofohon「15」+「個」を表す要素 基 tʻɔwɔŋkə 固 tʻɔŋkə 非固 tʻɔŋə (86a: 7) 

tofohon「15」+ niyalma / nofi「人」 基 tʻɔfɔxɔnɔmə 固 tʻɔfɔxnɔpʻi 非固 tʻɔwɔnɔ (86a: 8) 

tofohon「15」+ mari「回」 基 tʻɔfxɔməri 固 tʻɔxɔməri 非固 tʻɔxɔŋəri (86a: 6) 

tofohon tumen juwe minggan duin 

tanggū「十五万二千四百」 

基 tʻɔfxɔ tʻumən ʧuə miŋɑ tui tɑŋ’u 固 tʻɔxɔ tʻumə ʧuə 

miŋɑ dui tʻɑŋ (86a: 4) 

toiton「郭公」 [tʻuətʻun] (87: 7) [tʻuitʻun] (88b: 5) 

toli「神鏡」 [tʻuəlɑ] (88b: 7) 

tuci-「出る」tucike tʻutʻi’ə (86a: 16) 

tuci-「出る」tucikebi tʻutʻiəpi (86a: 17) 

tugi「雲」 tuiɡə (85: 6) tʻuiki (86a: 14) [tʻuiɡə] (87: 6) 

tuhe efen「煎餅の如き物」 tʻuxəwəŋ 鍋餅 (85: 10) 

tuhembi「倒れる；落ちる」 tu‘umei (niməŋ tu‘umei 下雪) (85: 9) 

tule「外」 [tʻulə] 外 (87: 6) 

tumen「一万」 基 tʻumən 固 tʻumə 非固 tʻum (86a: 3, 9) 

tumen「一万」+「個」を表す要素 基 tʻumənkə 固 tʻuməkə 非固 tʻumə’ə (86a: 7) 

tumen ilan minggan juwe tanggū 

dehi「一万三千二百四十」 

基 tʻumən ilɑn miŋkɑn ʧuə tʻɑŋu təxi 固 tʻumən ilɑ 

miŋɑ ʧuə tɑŋu təxi (86a: 4) 

tumen「一万」+ mari「回」 基 tʻum’məri 固 tʻuŋməri 非固 tʻuməri (86a: 6) 

tumen「一万」+ niyalma / nofi「人」 基 tʻumənəmə 固 tʻumənəpʻi 非固 tʻumənə (86a: 8) 

tʻumənə (86a: 16) 

tumenci「一万番目」 基 tʻumətʻi 固 tʻumtʻi (86a: 5) 

turgun「原因」 tʻuku (86a: 15) 

turi「豆」 [təi] ([hɑlbin təi] 扁豆) (87: 23) 

tusa「益」 tus (86a: 11) tʻus (86a: 13) 

tuwa「火」 tʻowɔ 火 (85: 6) [tʻɔwɔ] (88b: 10) 

tuwa-「見る」tuwa tʻɑ (85: 13) 

tuwa-「見る」tuwaci tʻɑ’ɑtʻi (86a: 14) 

tuwa-「見る」tuwambi tə‘ɑmei (85: 7) 

tuwa-「見る」tuwara tʻu‘ɑr (85: 10) [tʻurɡɑrɑ] (87: 11) 

tuwakiya-「見張る」tuwakiyara tʻɑ’ɑkʻijɑrɑ (86a: 14) 

tuwanabu-「見に行かせる」 

  tuwanabufi 

 

tʻu’ɑnɑ’upʻ’i (86a: 10) 

tuyekte「果物の名」 [tʻuikʻə] 紅扁棗核子果 (87: 6) 

tūme efen「粟餅」 tuməwəŋ (85: 12) 

uba「ここ」 upɑ (86a: 14) ɔpɑ (86a: 16) 
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ubiyada「嫌悪すべき」 [ipiɑtɑ] (87: 6) [ipidə] (87: 11) [ubiɑdə], [ibiɑdə] (88b: 6)58 

ubu「分け前；官職；倍」 upɔ 倍 (86a: 11) 

ucara-「出会す」ucaraha utʻiɑrɑxɑ (86a: 14) 

uce「家の門」 uʧʻi (85: 10, 12) 

ucule-「歌う」uculehe uʧʻiləxə (86a: 14) 

ucule-「歌う」uculembi [uʧïləmi] (87: 12) 

ucun「歌」 uʧʻin (86a: 14) [uʧʻin] (87: 12) 

ucuri「機会」 utʻuri (86a: 12) 

udambi「買う」 [kʻudɑmei], [kʻudənmei] (88b: 18) 

udu「とはいえ；いくつ；どれだ

け」 

utə 雖然 (86a: 10) kutu 幾 (86a: 16) utu 多(遠) (86a: 

18) 

ufara-「誤る；損する」ufaraci ufɑrɑtʻi (86a: 12) 

uhala「睾丸」 əxul (85: 11) 

uhe「和合した；一緒に」 uxə (86a: 15) 

uhuken「柔らかい」 əsuχəŋ 軟和 (85: 11)59 

uhume「叔母」 uɡumə 嬸母 (85: 12) 

ujen「重い；重要」 uʧʻən 重 (85: 12) [uiʧin] 重 (88b: 3) 

uju「頭；1番目」 [uʧu] 頭、首、第一 (87: 7) 

ujuleme uʧiləm 重(報) (86a: 14)60 

ukada「叢」 [ɔkʻən] 塔頭墩子 (87: 12) 

ukdun「山背、河岸に穿った洞窟；

(ukdun boo)地下窟；窓のない建

物」 

oxdiŋ 地窨子 (85: 11) [u‘ədun] ([u‘ədun bɔɔ] 地窨子房) 

(87: 18) 

uksin「鎧」 uxʐə (85: 8) 

ula「河」 ula (85: 6) [ulɑ] (87: 17) 

ulan「師の伝え」 [ulɑn] ([ulɑn ɡisun] 伝説) (87: 13) 

ulgambi「濡らす、浸す」 ɔlxɑmei (85: 11) 

ulgiyan「豚」 uŋdʒiɑ (85: 8) unkiɑ (86a: 16) 

ulha「家畜」 ulɡɑ (85: 8) ulɑ (ulɑ‘wɔ 没有牲口) (85: 10) [ulhɑ] (87: 7) 

uli「庭梅」 [uili] 山丁子 (87: 6) 

ulin「貨財」 ulin (86a: 12) 

 
58 原文では [ibiɑdə] という形式を挙げていないが、「在阿勒楚喀語中這両個詞是併用的」(アルチュカ語で

はこの 2 つの語は併用される)という記述ある。ここの「両個詞」(2 つの語)というのは、u で始まる形式と

i で始まる形式を指す。 
59 原文ではアルチュカ語の əsuχəŋ は満洲語文語の usuken に対応すると主張しているが、usuken は羽田

(1937)や福田(2008)などの満洲語文語辞典には見られない。ここでは代わりに uhuken を挙げた。 
60 原文ではアルチュカ語の [uʧiləm] は満洲語文語の ujuleme に対応すると主張しているが、ujule- は羽田

(1937)や福田(2008)などの満洲語文語辞典には見られない(ujula-「首班となる；先頭に立つ」はあるが)。但

し、ujuleme は胡增益(2020: 302, 1214)が挙げた例文にはある。 
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uluncu「野菜の名」 [ulənʧʻï] 野鶏膀菜 (87: 13) 

uluri「果物の名」 [ululi] 軟柿子 (87: 8) 

ume「〜な(否定命令を表す)」 ɔm (86a: 10) ɔmə (86a: 12) 

umesi「甚だしく」 [ɔmʃï] ([ɔmʃï əʃəri] 大忙季節) (88a: 18) 

umiyaha「虫」 ɔmijɑkɑ (86a: 14) [umijɑhɑ], [imijɑhɑ] (88b: 12) 

umiyelembi「帯を結ぶ」 [imijələmei] (88b: 14) 

umiyesun「腰帯」 [umijəsun], [imijəsun] (88b: 4) 

umpu「山査子の実」 [ənbu] (87: 11) 

una「果物の名」 [uinɑ] (87: 6) 

unde「まだ」 und (85: 10) 

ura「尻」 wɔlə (85: 11) 

urgunje-「喜ぶ」urgunjere [wənʧərə] (87: 11) 

urunakū「必ず」 urnɑ’ɔ (86a: 10, 11) kurnɑ’ɔ (86a: 14) 

usiha「星」 [uʃïhɑ] (87: 6) 

usin「田地」 uʐən (85: 8) uʐïn (85: 12; 86a: 13) uʐə (85: 15) 

ušambi「引く」 [uʐɑmei] (87: 10) 

uttu「このように」 kɔtɔɔ (86a: 10) 

uyašan「泥鰌」 weiʐəŋ (85: 11) 

uyuci「9番目」 基 ujetʻi 固 uitʻi 非固 ueitʻi (86a: 5) 

uyun「9」 基 ujen 固 uje 非固 ui (86a: 3) 

uyun「9」+「個」を表す要素 基 ujenkə 固 ujekə 非固 ui’ə (86a: 7) 

uyun「9」+ mari「回」 基 ujenməri 固 ujeməri 非固 uei’əri (86a: 6) 

uyun「9」+ niyalma / nofi「人」 基 ujennəmə 固 ujenɔpʻi 非固 ujenə (86a: 8) 

uyunju「90」 基 ujenʧu 固 ujeŋʧu 非固 unʧu (86a: 3) 

基 ujenʧu 固 ujendʒu 非固 undʒu (86a: 9) 

uyunju「90」+「個」を表す要素 基 ujenʧukə 固 ujeʧukə 非固 uiʧu’ə (86a: 7) 

uyunju jakūn「98」 基 ujenʧu ʧiɑkʻuŋ 固 unʧu ʧiɑkʻu 非固 unʧu ʧiɑ’u  

(86a: 4) 

uyunju「90」+ mari「回」 基 ujenʧuməri 固 ujeʧuməri 非固 ueiʧuməri (86a: 6) 

uyunju「90」+ niyalma / nofi「人」 基 ujenʧunəmə 固 unʧunɔpi61 非固 unʧunə (86a: 8) 

uyunjuci「90番目」 基 ujenʧutʻi 固 unʧutʻi (86a: 5) 

ūren「位牌」 [ɔlin] (88b: 9) 

wajimbi「終わる」 [ɔdimei] (87: 11) 

wakala-「責める」wakalara wɑkʻlɑʐï (86a: 10) 

wali mama「食物の神。部屋の扉 wɑili mɑmɑ 子孫媽媽 (85: 8) 

 
61 満洲語文語の「東」と「西」は、アルチュカ語の同源語の意味が逆である。また、筆者が調査した満洲

語三家子方言と満洲語黒河方言およびシベ語の同源語の意味も意味が逆である。趙杰(1989: 90, 119)の記録

によると、満洲語泰来方言の同源語の意味も逆である。 
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の後ろに吊るした布片」 

wargi「西」 [wɑilɡi] 東 (87: 12)62 

watan「釣針の先のもどり」 fətəŋ (85: 12) 

we「誰」 pʻə (86a: 14) 

weihukele-「軽んじる」 

  weihukelere 

 

uixukrəʐï (86a: 12) 

weile-「作る；働く」weileci filəʧi (86a: 13) 

weji「密林」 udi 森 (85: 6, 10, 12) [udi] 森林 (87: 12) 

wejike udiɡə, udi‘ə 森林中居住的人 (85: 10) udixɑ 森林中人 

(85: 13)63 

wembi「融ける」 əmei (85: 6) 

wešen「狩猟用の網」 bəʐï 套子(打牲用的) (85: 12) 

yabu-「歩く」yabu jɑwə (85: 12) 

yabu-「歩く」yabumbi jomei (85: 7, 9) jɔmei (85: 13) 

yabu-「歩く」yabuhabi jɑ’ɔxɑi (86a: 14) 

yabu-「歩く」yabure jɑ’ɔrə (86a: 14) 

yafan「園」 jɑwɑn (85: 12) 

yali「肉」 jɑnli (85: 8) [jəli] (87: 9) [jɑli] ([pʻukʻijɑli] 夏季狩猟時代

的食物、火燎肉) (87: 18) 

yamun「役所、官庁」 limiŋ (85: 6) [jɑmun] (87: 13) [limiŋ] (88b: 10) 

yarha「豹；豹の皮」 [jɑkə] 豹 (87: 7) 

yaru-「導く」yarume jɑrun (86a: 14) 

yebele-「気に入る」yebelerakū ipulərɔ’ɔ (86a: 11) 

yemji「妖怪」 [jəndi] 野鬼 (87: 17) ([mɔɔjəndi] 樹鬼) (87: 18) 

yemji「妖怪」+ hutu「鬼」 [idihɑn] 山鬼 (87: 18)64 

yoholon「溝」 ixuləŋ (85: 6) 

yoo「腫れ物」 [jɔɔ] (87: 13) 

 

3. 中国語からの借用語（表 1 に含まれないもの） 

 dəŋmiŋ 灯 (85: 6)。中国語の「灯明」からの借用語であろう。なお、「灯」を表すアルチ

 
62 原文では、「〜人」の「固定音変詞」は、「九十人」のみ -pi で終わり、他は全て -pʻi で終わる。 
63 原文ではアルチュカ語の udiɡə, udi‘ə, udixɑは満洲語文語のwejikeに対応すると主張している。このwejike

は weji「林」の派生語と考えらえるが、wejike という語形は羽田(1937)や福田(2008)などの満洲語文語辞典

には見られない。穆曄駿(1987: 14)によると、wejikeの keは、古代のアジアの言語で人間に対する泛称を表

す接辞である。『女真訳語』乙種本には「兀的厄」(Kiyose 1977: 100 は *udige と再建)があり、意味は「野」

である。1413 年の「永宁寺碑」の女真語には UDIɣen がある(Pevnov 2012: 59; Hölzl 2018: 121)。なお、ウデ

ヘという民族名も、満洲語文語の weji と同源語である(Perekhvalskaya & Janhunen 2024: 326)。 
64 アルチュカ語の [idihɑn] とバラ語の [dihən] は意味が同様であり(穆曄駿 1987: 18)、形式も類似してい

るため、同源語の可能性が高い。穆曄駿(1987: 19; 1988a: 11)によると、バラ語の [dihən] は満洲語の yemji 

+ hutu と語源的に関係がある。 
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ュカ語の語は、他に [dəŋ ʧɑn] (87: 24)があり、中国語の「灯盞」からの借用語である(上表の

dengjanを参照されたい)。「蝋燭」を表す語は [ɑjɑn dəŋ] (87: 24) であり、[dəŋ] の部分は中

国語の「灯」からの借用語である(上表の ayan dengjan を参照されたい)。 

 [ləvəɡuɑ] 倭瓜 (87: 23)。中国語の一部の方言では「かぼちゃ」を「倭瓜」という。また、

地域によっては「老倭瓜」の言い方もある。したがって、アルチュカ語の [ləvəɡuɑ]「かぼ

ちゃ」は中国語からの借用語である可能性がある。なお、満洲語文語の langgū「かぼちゃ」

(およびシベ語 /laŋu’/ [laŋuː])も中国語からの借用語であり、中国語の「南瓜」からの借用語

である(戈思明 2019: 122)。 

 [ʦʻuɔji] 蓑衣 (87: 24)。中国語の「蓑衣」(suoyi)からの借用語であると考えられる。 

 

4. 他の言語に同源語を持つ語（表 1 に含まれないもの） 

 [həsurəmei] 説話 (87: 13)。アルチュカ語の動詞語幹 [həsurə-]「話す」は女真語の名詞 

*herse「言葉」と形式が類似しており、意味的にも関連性がある。『女真訳語』乙種本で記録

された女真語の「言語」は「赫路塞伯」であり、Kiyose (1977: 139)は *hersebe と再建してお

り、*be は対格標識であると指摘している。Цинциус и др. (1977: 464)によると、女真語の 

*hersebe はエウェンキー語の əərii-「叫ぶ」などと同源語である(風間 1997a: 54 も参照)。ア

ルチュカ語のこの動詞語幹に満洲語文語の -ciと -cibeに相当する接辞が後続する形式はそ

れぞれ xəsurʧi (86a: 11)〜xəsurətʻi (86a: 15)と xəsurəʧi mə (86a: 10)である。また、非完了連

体接辞と思われる接辞が後続する形式は xəsərən (85: 10)と xəsurəʐï (86a: 11)65である。なお、

「言葉」を意味するアルチュカ語の名詞は満洲語文語の gisunの同源語と考えられる(表 1に

おける gisunの項を参照されたい)。 

 mamu 江 (85: 6)。ナーナイ語文語の мангбо「川」とウデヘ語の maŋmu「アムール川、ウ

スリ川または松花江」に対応する(池上 1999b[1993]: 335)。また、満洲語文語の manju と同

源である可能性がある(Ikegami 1989b; Hölzl 2022: 199)。 

 pʻilɑ 蘭 (85: 7)。原文の「蘭」は「青い(blue)」の意味である。現在では普通「藍」の漢字

を用いる。この語は満洲語の三家子方言・泰来方言・黒河方言に同源語がある。三家子方言

の「青い」は、筆者が調査した話者の発音は [pʰiɔlan]〜[pʰiaulan] であり、他の研究者の記

録は piao lan (金啓孮 1981: 63)、pʻiɑulɑn (季永海ほか 1989: 115)、piɔulˈɑn (清格爾泰 1998[1982]: 

255, 302)、piɑulɑn, piɔulɑn (恩和巴図 1995: 309)、pjolan [pʰjoˈlan] (Kim et al. 2008: 92)などであ

る。泰来方言の「青い」は pʻiɔlɑn, pʻiɔlᴀn (趙杰 1989: 12, 168)である。黒河方言の「青い」

は、筆者が調査した話者の発音は [pʰila]〜[pʰilan] であり、他の研究者の記録は pʻyolang (河

野 1979[1944]: 546)、pilɑn, pelɑn (王慶丰 2005: 166)などである。 

 sɑŋə 熊 (86a: 11)。Hölzl (2018: 129)によると、この語は Nikolaeva and Tolskaya (2001)が記

録したウデヘ語南部方言の soŋgo (9 頁など)と soŋo (485 頁など)66と、穆曄駿(1986a: 4)が記

録した中国のキャッカラ語(Chinese Kyakala)の sɑŋkə tərin「黒熊頭」の sɑŋkə「黒熊」と同源

 
65 Hölzl (2017: 101-102)によると、アルチュカ語の非完了連体接辞 -ʐï は満洲語文語の bisi-reの si およびエ

ウェンキ語の bi-si-n の -si と同源である。アルチュカ語の非完了連体接辞 -ʐï の例は xəsurəʐï (86a: 11)の他

に、kʻɑrurɑʐï (86a: 14)、uixukrəʐï (86a: 12)、wɑkʻlɑʐï (86a: 10)の例もある。 
66 なお、Цинциус и др. (1977: 111)には、ウデヘ語の soŋgo「熊の肉」がある。 
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語である。 

 [tʻiʧïkʻə] 嘎牙子魚 (87: 17)。バラ語の同じ意味の [tʻiʧʻiɡə] (87: 13)と同源語であると考え

られる。 

 ʦʻɑmɑŋi 霜 (85: 6)。この語は女真語の *semagi〜*saimagiの同源語であると考えられる。

『女真訳語』乙種本で記録された女真語の「霜」は「塞馬吉」であり、Ligeti (1961: 12)と Kiyose 

(1977: 97)はそれぞれ *semagiと *saimagiと再建している。なお、Цинциус и др. (1977: 62-

63)があげたエウェンキー語の saŋīksa「霜」なども参照。 

 [ʧɔnin] 左 (87: 12)。『女真訳語』乙種本で記録された女真語の「左」という意味を表す語

は「左」であり、Kiyose (1977: 130)は *ǰoと再建している67。アルチュカ語の [ʧɔn]「左」と

女真語の *ǰo「左」は同源語である可能性がある。Kiyose (1977: 130)は女真語の *ǰo は漢語

からの借用語であると指摘している。また、バラ語の [ʧɔn]「左」(穆曄駿 1987: 12)もアルチ

ュカ語の [ʧɔnin] の同源語であると考えられる。なお、内蒙古大学蒙古学研究院蒙古語文研

究所(1999: 1323)によると、モンゴル語の ǰegün [dʒuːn] は「東」と「左」の意味がある。ア

ルチュカ語の [ʧɔnin]「左」はモンゴル語の ǰegün [dʒuːn]「東；左」からの借用語である可能

性もある。アルチュカ語にはモンゴル語からの借用語は他にも存在する。例えば、穆曄駿

(1987: 7)が記録した [tʻəɡəmei]「馬車を御する」の語幹 [tʻəɡə-] は、満洲語文語の tergeci「車

夫」の語基 terge- と同じように、モンゴル語の terɡe [tərə̆ɡ] からの借用語であると考えられ

る。また、穆曄駿(1985: 10)が記録した ʧʻiri「顔色」は、満洲語文語の cira「顔色」と同じよ

うに、モンゴル語の čirɑi [ʧæræː] からの借用語であると考えられる。 

 

5. 語源が不明な語 

 [kʻuidə mɔɔ] 花曲柳 (87: 9)。原文ではアルチュカ語の [kʻuidə mɔɔ]「花曲柳」は満洲語文

語の kūthūn mooに対応すると主張しているが、kūthūn moo は羽田(1937)や福田(2008)などの

満洲語文語辞典には見られない。[mɔɔ] は満洲語文語の mooの同源語であるが、[kʻuidə] の

部分の語源は不明である。 

 [mɑɡəli] 青草 (87: 17)。原文ではアルチュカ語の [mɑɡəli]「青草」は満洲語文語の niyanciha

に対応すると主張しているが、両者が同源語であるか否かは再考する必要があると考えら

れる。また、関雲路(私信)によると、満洲語文語の mager「一種野草」(胡増益 2020: 828 収

録)と同源語である可能性がある。Sulfa (私信)によると、満洲語文語の magerは『御製清文

鑑』の šanggiyan selbeteの説明文にあり、モンゴル語の mekerに由来する可能性がある。 

 [mɑnɑli] 蜻蜓 (87: 18)。 

 mupi 依仗 (86a: 15)。原文ではアルチュカ語の mupi は満洲語文語の ertufi に対応すると

主張している。アルチュカ語のmupiの -piは満洲語文語の -fiと同じ接辞と考えられるが、

語幹の mu- の語源は不明である。 

 nɑŋɡu 牛車 (85: 8)。 

 pidu 禿子 (85: 8)。満洲語文語の hoto「禿げ」と同源語である可能性があるが、再考する

 
67 一方、『女真訳語』丙種本で記録された女真語の「左」は「哈速」であり、Kane (1989: 370)は *has[h]u と

再建している。この *has[h]u は満洲語文語の hashū と同源語であると考えられる。 
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必要があると考えられる。 

 [senmuhə] 大螞蜂 (87: 9)。原文ではアルチュカ語の [senmuhə]「大螞蜂」は満洲語文語の

suilanに対応すると主張しているが、両者が同源語であるか否かは再考する必要があると考

えられる。 

 [sukʻəndi] 水怪 (87: 18)。 

 [ɕiɡəmɔɔ] 胡枝子 (87: 13)。原文ではアルチュカ語の [ɕiɡəmɔɔ] は満洲語文語の singgeri 

mooに対応すると主張しているが、singgeri mooは羽田(1937)や福田(2008)などの満洲語文語

辞典には見られない。[mɔɔ] は満洲語文語の mooの同源語であるが、[ɕiɡə] の部分の語源は

不明である。 

 [ʧʻiʃï] 地耳菜 (87: 17)。 

 xosï 鬼 (85: 7)。アルチュカ語の「鬼」は xosïの他に ɡutu (85: 7)と [hutʻuŋ] (87: 9)もある。

ɡutuと [hutʻuŋ] は満洲語文語の hutu「鬼」の同源語であるが、xosïの語源は不明である。 
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This paper provides a Written Manchu index for the fieldwork data on the Alchuka 

language collected by Yejun Mu. The Alchuka words in Yejun Mu’s research are scattered 

across several papers, and different forms of a single word are often recorded in separate 

papers. As a result, important examples are occasionally overlooked when conducting 

research on the Alchuka language. This paper aims to systematically organize the Alchuka 

vocabulary documented by Yejun Mu, based on the cognates in Written Manchu. 
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